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(57)【要約】
　本発明は、ヒトケラチン繊維を染色または脱色する方法であって、使用時に2つの組成
物(A)および(B)を即座に混合するステップと、その混合物を繊維に塗布するステップとを
本質的に含み;前記混合物は、組成物(A)+(B)の混合物の全重量に対して少なくとも25重量
%の脂肪物質を含み;組成物(A)は、少なくとも30重量%の油(i);その最も長い炭化水素鎖に
少なくとも20個の炭素原子を有する少なくとも1つの脂肪アルコール(ii);少なくとも1つ
の界面活性剤(iii);少なくとも1つの塩基性化剤(iv);および任意選択で酸化染料および直
接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも1つの染料(v);を含む直接エマル
ジョンの形態であり;組成物(B)は、少なくとも1つの酸化剤を含む、方法に関する。本発
明は、組成物(A)、前記の組成物(A)と(B)の混合物およびマルチコンパートメントデバイ
スにも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトケラチン繊維を染色または脱色する方法であって、使用時に2つの組成物(A)および
(B)を即座に混合するステップと、前記混合物を前記繊維に塗布するステップとを本質的
に含み;前記混合物は、組成物(A)+(B)の混合物の全重量に対して少なくとも25重量%の脂
肪物質を含み;
*組成物(A)は、
　・少なくとも30重量%の油(i);
　・その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する少なくとも1つの脂肪
アルコール(ii);
　・少なくとも1つの界面活性剤(iii);
　・少なくとも1つの塩基性化剤(iv);
　・および任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少な
くとも1つの染料(v)
を含む直接エマルジョンの形態であり;
*組成物(B)は、化粧品として許容される媒体中に少なくとも1つの酸化剤を含む、方法。
【請求項２】
　組成物(A)がパート(A)の組成物の重量に対して少なくとも50重量%の油(i)の含有量を有
する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　油が、C6～C16低級アルカン;動物起源の非シリコーン油;植物または合成起源のグリセ
リド;16個を超える炭素原子を含有する、鉱物または合成起源の直鎖状または分枝状の炭
化水素;フルオロ油;液体脂肪アルコール;液体脂肪エステル;非塩化液体脂肪酸;シリコー
ン油;またはそれらの混合物から選択され、好ましくは、C6～C16低級アルカン;16個を超
える炭素原子を含有する、鉱物または合成起源の直鎖状または分枝状の炭化水素;液体脂
肪アルコール;またはそれらの混合物から選択されることを特徴とする、請求項1または2
に記載の方法。
【請求項４】
　油が、液体ワセリン、ポリデセン、オクチルドデカノールおよびイソステアリルアルコ
ール、またはそれらの混合物から選択されることを特徴とする、請求項1から3のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項５】
　脂肪アルコール(ii)が、特に1つまたは複数のヒドロキシル基によって任意選択で置換
された、20個から30個の炭素原子を含む少なくとも1つの直鎖状または分枝状の、飽和ま
たは不飽和の炭化水素をベースとした基を含むことを特徴とする、請求項4に記載の方法
。
【請求項６】
　脂肪アルコール(ii)が、ベヘニルアルコール(1-ドコサノール)、アラキドニルアルコー
ル、アラキジルアルコール(1-エイコサノール)、エルシルアルコール(cis-13-ドコセン-1
-オール)、n-ヘネイコサニルアルコール(C21飽和)、トリコサニルアルコール(C23飽和)、
リグノセリルアルコール(1-テトラコサノール)(C24飽和)、ペンタコサニルアルコール(C2
5飽和)、セリルアルコール(1-ヘキサコサノール)(C26飽和、直鎖)、モンタニルアルコー
ル(1-オクタコサノール)(C28飽和、直鎖)、n-ノナコサニルアルコール(C29飽和)、n-トリ
アコンタニルアルコール(C30飽和)およびそれらの混合物から選択されることを特徴とす
る、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　それらの最も長い炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する脂
肪アルコール(ii)の含有量が、組成物(A)の全重量に対して、0.2重量%から20重量%、より
詳細には0.5重量%から15重量%、好ましくは1重量%から15重量%の範囲内であることを特徴
とする、請求項1から6のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項８】
　それらの最も長い炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する脂
肪アルコール(ii)の含有量が、組成物(A)の全重量に対して、4重量%から15重量%、より良
好には4重量%から10重量%の範囲内であることを特徴とする、請求項1から7のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項９】
　界面活性剤が、非イオン性、アニオン性、両性およびカチオン性界面活性剤から、優先
的には非イオン性界面活性剤から選択されることを特徴とする、請求項1から8のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　界面活性剤が、特に、オキシエチレンまたはオキシプロピレン単位、またはその組合せ
でオキシアルキレン化されている、好ましくはオキシエチレン化されている、モノまたは
ポリオキシアルキレン化、モノまたはポリグリセロール化非イオン性界面活性剤から選択
されることを特徴とする、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　界面活性剤が、10以上の計算されたHLBを有する非イオン性界面活性剤から、好ましく
は10以上の計算されたHLBを有する飽和または不飽和のポリオキシエチレン化脂肪アルコ
ールから選択されることを特徴とする、請求項1から10のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　組成物(A)において、組成物中の界面活性剤の量が、組成物(A)の全重量に対して、0.1
重量%から30重量%、より良好には0.2重量%から20重量%の範囲内であることを特徴とする
、請求項1から11のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　組成物(A)が、アンモニア水、アルカリ金属の炭酸塩または重炭酸塩、例えば炭酸ナト
リウムまたは重炭酸ナトリウムまたは炭酸カリウムまたは重炭酸カリウム、水酸化ナトリ
ウムおよび水酸化カリウム、またはそれらの混合物から選択される少なくとも1つの塩基
性化剤を含む、請求項1から12のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　組成物(A)が、有機アミン、特にモノエタノールアミンなどのアルカノールアミンから
選択される少なくとも1つの塩基性化剤(v)を含む、請求項1から13のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１５】
　組成物(B)の酸化剤が、過酸化水素、過酸化尿素、アルカリ金属の臭素酸塩またはフェ
リシアン化物、過酸素化塩、例えばアルカリ金属またはアルカリ土類金属の過硫酸塩、過
ホウ酸塩および過炭酸塩、ならびに過酸およびその前駆体、ならびにさらにその混合物か
ら選択されることを特徴とする、請求項1から14のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　組成物(A)が、a)酸化染料、b)直接染料またはa)とb)の混合物、優先的にはa)少なくと
も1つの酸化ベース、および任意選択で少なくとも1つの発色剤から選択される(vi)少なく
とも1つの染料を含む、請求項1から15のいずれか一項に記載のケラチン繊維を染色する方
法。
【請求項１７】
　組成物(A)と(B)の混合物中の脂肪物質の含有量が、組成物(A)および(B)の全重量に対し
て25重量%から80重量%、好ましくは25重量%から65重量%、より良好には30重量%から55重
量%の範囲内であることを特徴とする、請求項1から16のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　-コンパートメント(A)に、
　・少なくとも30重量%の油(i);
　・少なくとも1つの脂肪アルコール(ii);
　・少なくとも1つの界面活性剤(iii);
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　・少なくとも1つの塩基性化剤(iv)、
　・および任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少な
くとも1つの染料(v)
を含む直接エマルジョンの形態の組成物;
-コンパートメント(B)に、少なくとも1つの酸化剤を含む組成物
を含有する2つのコンパートメントを含むデバイスであって、
-組成物(A)および(B)は請求項1から17のいずれか一項に規定される通りであり;
-コンパートメント(A)および(B)の中の組成物の混合物は少なくとも25重量%の脂肪物質を
含むと理解される、デバイス。
【請求項１９】
　ヒトケラチン繊維を染色または脱色するための直接エマルジョン形態の組成物であって
、
-少なくとも30重量%の油(i)
-その最も長い炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する少なく
とも1つの脂肪アルコール(ii);
-少なくとも1つの界面活性剤(iii)
-少なくとも1つの塩基性化剤(iv)、
-および任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なく
とも1つの染料(v)
を含み、成分(i)から(v)は請求項1から16のいずれか一項に規定されている、組成物。
【請求項２０】
　ヒトケラチン繊維を染色または脱色するための組成物であって、
-少なくとも25重量%の脂肪物質;
-少なくとも1つの油(i)
-その最も長い炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する少なく
とも1つの脂肪アルコール(ii)
-少なくとも1つの界面活性剤(iii)
-少なくとも1つの塩基性化剤(iv)
-任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも1つ
の染料(v)
-少なくとも1つの酸化剤(vi)
を含み、成分(i)から(vi)は請求項1から16のいずれか一項に定義されている、組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、その最も豊富な炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を含む少なくとも1
つの脂肪アルコール、少なくとも1つの塩基性化剤、および任意選択で染料を含む、油に
富む直接エマルジョンと、酸化組成物との混合物を用いる、ヒトケラチン繊維を染色また
は脱色する（lightening）ための方法であって、混合物が、少なくとも25重量%の脂肪物
質を含む、方法に関する。
【０００２】
　本発明は、本方法を実施するために適するマルチコンパートメントデバイス、ならびに
酸化剤を含むおよび含まない組成物にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　毛髪などのヒトケラチン繊維を染色する方法の中では、酸化染色またはパーマネント染
色を挙げることができる。より詳しくは、この染色方法は、1つまたは複数の酸化染料、
通常、1つまたは複数の発色剤（couplers）と任意選択で組み合わせた1つまたは複数の酸
化ベースを用いる。
【０００４】
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　一般に、酸化ベースは、オルト-またはパラ-フェニレンジアミン、オルト-またはパラ-
アミノフェノールおよび複素環式化合物から選択される。これらの酸化ベースは無色であ
るか弱く着色した化合物であり、それらは酸化性製品と合わせると、着色種を得ることが
できる。
【０００５】
　これらの酸化ベースで得られる色合いは、それらを1つまたは複数の発色剤と組み合わ
せることによってしばしば変更され、これらの発色剤は、特に芳香族のメタ-ジアミン、
メタ-アミノフェノール、メタ-ジフェノールおよび特定の複素環式化合物、例えばインド
ール化合物から選択される。
【０００６】
　酸化ベースおよび発色剤として用いられる分子の多様性は、広範囲の色を得ることを可
能にする。
【０００７】
　繊維に親和性を有する、着色したおよび着色性の分子である直接染料をこれらの組成物
に加えることも可能である。一般に用いられる直接染料は、ニトロベンゼン、アントラキ
ノン、ニトロピリジン、アゾ、メチン、アゾメチン、キサンテン、アクリジン、アジンお
よびトリアリールメタン直接染料から選択される。そのような化合物の存在は、得られる
着色の色合いをさらに濃くすることを可能にするか、得られる着色の色度を増加させるこ
とを可能にする。
【０００８】
　したがって、酸化染色方法は、大多数の場合にアルカリ性pH条件の下で、少なくとも1
つの酸化剤、一般に過酸化水素を含む組成物をこれらの染料組成物と一緒に用いるステッ
プを本質的に含む。この酸化剤の役割は、酸化染料間の酸化的縮合反応を通して、着色を
明らかにすることである。
【０００９】
　問題の1つは、脱色方法がアルカリ性条件の下で実施されるという事実、および最も一
般的に用いられるアルカリ化剤がアンモニア水であるという事実から生じる。アンモニア
水は、この種の方法で特に有利である。具体的には、それは、酸化剤の活性化を可能にす
るために、アルカリ性pHへの組成物のpHの調整を可能にする。この作用剤は、紋理を開く
とともにケラチン繊維の膨潤ももたらし、これは、繊維への酸化剤および酸化染料の浸透
を促進し、したがって反応の効力を増加させる。
【００１０】
　この塩基性化剤は非常に揮発性であり、これは、手順の間に発散されるアンモニアの強
力でかなり不快な匂いのために、使用者に対して不愉快を引き起こす。
【００１１】
　さらに、発散されるアンモニアの量は、この損失を補償するために必要な量より高いレ
ベルの使用を必要とする。これは使用者に影響を及ぼさないことはなく、使用者は匂いに
よって不都合を感じるままであるだけでなく、非寛容性、例えば頭皮の炎症(ヒリヒリ感)
のより大きな危険に直面することもある。
【００１２】
　アンモニア水の全部または一部を1つまたは複数の他の従来の塩基性化剤と単に交換す
る選択肢は、特にこれらの塩基性化剤が、酸化剤の存在下で着色繊維の十分な脱色を、ま
たは色の強度、力、色度または均一性に関して十分な着色を提供しないという理由により
、アンモニア水をベースとしたものと同じくらい有効である組成物を生じない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】US-A-4 874 554
【特許文献２】US-A-4 137 180
【特許文献３】GB 1 026 978
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【特許文献４】GB 1 153 196
【特許文献５】FR 2 801 308
【特許文献６】DE 2359399
【特許文献７】JP 88-169571
【特許文献８】JP 05-63124
【特許文献９】EP 0770375
【特許文献１０】WO 96/15765
【特許文献１１】DE 3843892
【特許文献１２】DE 4133957
【特許文献１３】WO 94/08969
【特許文献１４】WO 94/08970
【特許文献１５】FR-A-2 733 749
【特許文献１６】DE 195 43 988
【特許文献１７】FR-A-2 886 136
【特許文献１８】FR 2 673 179
【非特許文献】
【００１４】
【非特許文献１】Walter Noll、「Chemistry and Technology of Silicones」(1968)、Ac
ademic Press
【非特許文献２】Cosmetics and Toiletries、91巻、76年1月、27～32頁、Todd & Byers:
 Volatile Silicone Fluids for Cosmetics
【非特許文献３】CTFA辞書、第5版、1993
【非特許文献４】Blackie & Son (GlasgowおよびLondon)出版のM.R. PorterによるHandbo
ok of Surfactants、1991、116～178頁
【非特許文献５】Griffin、J. Soc. Cosm. Chem. 1954 (5巻)、249～256頁
【非特許文献６】F. PuisieuxおよびM. Seiller、「GALENICA 5: Les systemes disperse
s -I部- Agents de surface et emulsions -IV章- Notions de HLB et de HLB critique
、153～194頁-パラグラフ1.1.2. Determination de HLB par voie experimentale、164～
180頁
【非特許文献７】Griffin W.C.、J. Soc. Cosmet. Chemists、5、249、1954
【非特許文献８】Downing、Arch. Dermatol.、123巻、1381～1384頁、1987
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的の1つは、ケラチン材料、特に毛髪などのケラチン繊維を染色および脱色
するための方法を提案することであり、それらは、大量のアンモニアの存在に起因する既
存の組成物で用いられる方法の欠点を有さないが、同時に、染色および脱色およびこの脱
色の均質性に関して少なくとも同様に有効である。
【００１６】
　酸化染色は、一定数の要件をさらに満たさなければならない。したがって、それは毒物
学的な欠点を有してはならず、それは所望の強度で色合いを得ることを可能にしなければ
ならず、それは光、悪天候、洗浄、パーマネントウェービング、汗および摩擦などの外的
攻撃因子への優れた耐性を示さなければならない。
【００１７】
　染色方法は、白髪を隠すことも可能にしなければならず、最後に、できるだけ非選択的
でなければならず、すなわち、それは、その先端からその根元まで異なって感受性になっ
ている(すなわち損傷を受けている)領域を一般に含む同じケラチン繊維に沿ってできるだ
け小さな色差を生成しなければならない。
【００１８】
　染色方法で用いられる組成物は、ケラチン繊維の上で優れた混合および塗布特性、特に
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、それらが塗布されるときに顔を伝って、頭皮の上へ、またはそれが染色することが企図
される領域を越えて流れないように、優れた流動特性を有する必要がある。
【００１９】
　エマルジョンの形態の組成物は、特に「相分離」に関して安定してもいなければならず
、すなわち一方に有機相で他方に水相の2つの相に戻ってはならない。現在、直接エマル
ジョンの形態の組成物が油に富み、脂肪アルコールおよび任意選択で塩基性化剤を含有す
る場合は、特に高い温度でエマルジョンの不安定性がしばしば現れる。
【００２０】
　ケラチン繊維を脱色するための方法に関しては、大多数の場合、アルカリ性pH条件の下
で、少なくとも1つの酸化剤を含む水性組成物が利用される。この酸化剤の役割は、毛髪
のメラニンを分解することであり、それは、存在する酸化剤の性質に従い、繊維の多かれ
少なかれ顕著な脱色につながる。
【００２１】
　例えばアジュバントを用いて染色特性を向上させるために、毛髪染色を脱色する分野で
多くの試みがなされた。しかし、染料組成物の他の性能を害することなくそれらの組成物
の染色特性を向上させなければならない限り、これらのアジュバントの選択は困難である
。詳細には、これらのアジュバントは、ケラチン繊維の脱色特性および染料塗布特性を害
してはならない。
【００２２】
　特定のアジュバントの添加が組成物の脱色特性または組成物の塗布特性、特に流動特性
を害してはならないブリーチ組成物の場合にも、類似した問題が起こる。
【００２３】
　本発明の目的は、ケラチン繊維の染色、特に酸化染色または脱色のための、先行技術の
欠点を有しない新規方法を得ることである。
【００２４】
　より詳しくは、本発明の目的は、向上した染色特性を有し、所望の脱色を達成すること
ができ、調製および塗布が容易で、特に混合物が流れずに塗布点に局在化する、ケラチン
繊維の酸化染色のための方法を得ることである。用語「向上した染色特性」は、染色結果
の力/強度および/または均質性の向上を特に意味する。
【００２５】
　本発明の別の目的は、所望の脱色を達成することができ、調製、混合および塗布が容易
で、特に混合物が流れずに塗布点に局在化し、無臭であるか不快臭をほとんど発生しない
、毛髪などのヒトケラチン繊維の脱色のための方法を得ることでもある。
【００２６】
　本発明の別の目的は、増粘剤がない場合でさえ、特に温度に関して安定している、油に
富む直接エマルジョンを得ることである。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　これらの目的は本発明によって達成され、その1つの対象はヒトケラチン繊維を染色ま
たは脱色する方法であって、使用時に2つの組成物(A)および(B)を即座に混合するステッ
プと、その混合物を繊維に塗布するステップとを本質的に含み;前記混合物は、組成物(A)
+(B)の混合物の全重量に対して少なくとも25重量%の脂肪物質を含み;
*組成物(A)は、
　・少なくとも30重量%の油(i);
　・その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する少なくとも1つの脂肪
アルコール(ii);
　・少なくとも1つの界面活性剤(iii);
　・少なくとも1つの塩基性化剤(iv);
　・および任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少な
くとも1つの染料(v)
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を含む直接エマルジョンの形態であり;
*組成物(B)は、少なくとも1つの化学的酸化剤(vi)を含む、方法である。
【００２８】
　本発明は、
-コンパートメント(A)に、
　・少なくとも30重量%の油(i);
　・その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する少なくとも1つの脂肪
アルコール(ii);
　・少なくとも1つの界面活性剤(iii);
　・少なくとも1つの塩基性化剤(iv);
　・および任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少な
くとも1つの染料(v)
を含む直接エマルジョンの形態の組成物;
-コンパートメント(B)に、少なくとも1つの酸化剤(vi)を含む組成物
を含有する2コンパートメントデバイスであって、
-コンパートメント(A)および(B)の中の組成物の混合物は少なくとも25重量%の脂肪物質を
含むと理解されている、デバイスにも関する。
【００２９】
　本発明は、ヒトケラチン繊維を染色または脱色するための直接エマルジョン形態の組成
物であって
-少なくとも30重量%の油(i)
-その最も長い炭化水素ベースの鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する少なくとも1つ
の脂肪アルコール(ii);
-少なくとも1つの界面活性剤(iii)
-少なくとも1つの塩基性化剤(iv)、
-任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも1つ
の染料(v)
を含む、組成物にも関する。
【００３０】
　本発明は、最後に、ヒトケラチン繊維を染色または脱色するための組成物であって
-少なくとも25重量%の脂肪物質
-その最も長い炭化水素ベースの鎖に少なくとも20個の炭素原子を含有する少なくとも1つ
の脂肪アルコール(ii);
-少なくとも1つの界面活性剤(iii)
-少なくとも1つの塩基性化剤(iv)、
-任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも1つ
の染料(v);
-少なくとも1つの酸化剤(vi)
を含む、組成物に関する。
【００３１】
　以下の文章では、特に明記しない限り、値の範囲の限界はその範囲に含まれる。
【００３２】
　本発明による方法によって処理されるヒトケラチン繊維は、好ましくは毛髪である。
【００３３】
　表現「少なくとも1つ」は、「1つまたは複数」と同等である。
【００３４】
　用語「直接エマルジョン」は、水中油(O/W)型の2つの相互に不混和性の液体物質の顕微
鏡的に不均一で肉眼的に均一の混合物を意味する。エマルジョンは、水相に分散している
油相で構成される。
【００３５】
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　本発明のために、したがって用語「エマルジョン」は、真のエマルジョンと異なって熱
力学的に安定した系であるマイクロエマルジョンと区別されるべきである、真のエマルジ
ョンを意味する。本発明のエマルジョンの分散相の液滴サイズは、好ましくは10nmから10
0μmの間、好ましくは200nmから50μmの間にある。
【００３６】
　これは平均直径D(3.2)であり、それは特にレーザー粒度計を用いて測定することができ
る。
【００３７】
　直接エマルジョンは、当業者に周知である標準のエマルジョン調製方法によって調製す
ることができる。
【００３８】
　本発明による方法が脱色方法である場合には、それはヒトケラチン繊維の染色のために
通常用いられる直接染料または酸化染料前駆体(塩基および発色剤)を組み込まないか、あ
るいは、それが直接染料を用いる場合であっても、組成物(A)と(B)の混合が実行されたな
らば、前記染料の全含有量は組成物の重量に対して0.001重量%を超えない。具体的には、
そのような含有量では、(A)および(B)に由来する混合物だけがおそらく染まり、すなわち
ケラチン繊維で染色効果は観察されないであろう。
【００３９】
　優先的には、本発明の方法が単にケラチン繊維を脱色するための方法である場合は、組
成物(A)は酸化ベース、発色剤または直接染料を含有しない。
【００４０】
　本発明の別の特定の実施形態によると、本方法は、上で定義される組成物(A)と(B)の混
合物を用いる、ケラチン繊維の染色方法である。
【００４１】
　本発明による方法が染色方法である場合は、それは少なくとも1つの染料、より詳しく
は下で定義される直接染料または酸化染料前駆体を用いる。それが直接染料を用いる場合
は、組成物(A)と(B)の混合が実行されたならば、前記直接染料の全含有量は組成物の重量
に対して0.001重量%を超える。
【００４２】
　優先的には、組成物(A)は酸化ベース、発色剤および/または直接染料を含有する。
【００４３】
　本発明による(A)と(B)の混合から得られる組成物は、次に通常1分から1時間、好ましく
は5分から30分の間そのまま放置される。
【００４４】
　本方法の間の温度は、従来通りに室温(15～25℃)と80℃の間、好ましくは室温と60℃の
間である。
【００４５】
　処理の後、ヒトケラチン繊維は任意選択で水によって洗い流され、任意選択でシャンプ
ーによって洗浄され、次に水で洗い流され、その後乾燥させられるか、風乾させられる。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　I-成分
　(i)-油:
　組成物(A)と(B)の混合から得られる組成物は、脂肪物質を含むことが先ず示され;後者
は、油(i)、20個を超える炭素原子を有する脂肪アルコール(ii)、さらに任意選択で、挙
げた最初の2つ以外の1つまたは複数の追加の脂肪物質から選択される。
【００４７】
　それらが1つまたは複数の油(i)、脂肪アルコール(ii)、さらなる脂肪物質、またはそれ
らの混合物であるかどうかにかかわらず、組成物(A)は脂肪物質を含み、組成物(B)も同じ
物質を含むことができることも指摘される。
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【００４８】
　したがって、組成物(A)は、組成物(A)の全重量に対して少なくとも30重量%の油、優先
的には少なくとも50重量%の油を含有する。
【００４９】
　用語「油」は、室温(25℃)および大気圧(760mmHg)で液体である「脂肪物質」を意味す
る。
【００５０】
　用語「脂肪物質」は、通常の温度(25℃)および大気圧(760mmHg)で水に不溶性である有
機化合物を意味する(5%未満、好ましくは1%、さらに優先的には0.1%の溶解性)。それらは
、少なくとも6つの炭素原子または少なくとも2つのシロキサン基の配列を含む少なくとも
1つの炭化水素ベースの鎖をそれらの構造に有する。さらに、脂肪物質は同じ温度および
気圧条件の下で有機溶媒に、例えばクロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素、エタノ
ール、ベンゼン、トルエン、テトラヒドロフラン(THF)、液体ワセリンまたはデカメチル
シクロペンタシロキサンに一般に可溶性である。本発明の脂肪物質は、ポリオキシアルキ
レン化もポリグリセロール化もされていない。
【００５１】
　詳細には、油は、C6～C16低級アルカン;動物起源の非シリコーン油;植物または合成起
源のグリセリド;16個を超える炭素原子を抱える、鉱物または合成起源の直鎖状または分
枝状炭化水素;フルオロ油;液体脂肪アルコール;液体脂肪エステル;非塩化液体脂肪酸;シ
リコーン油;またはそれらの混合物から選択される。
【００５２】
　用語「油」は、室温(25℃)および大気圧(760mmHg)で液体である「脂肪物質」を意味す
る。
【００５３】
　用語「非シリコーン油」は、ケイ素原子(Si)を含有していない油を意味し、用語「シリ
コーン油」は少なくとも1つのケイ素原子を含有する油を意味する。
【００５４】
　低級アルカンに関しては、これらのアルカンは6個から16個の炭素原子を含み、直鎖状
または分枝状であり、任意選択で環状である。挙げることができる例には、ヘキサン、ド
デカンおよびイソパラフィン、例えばイソヘキサデカンおよびイソデカンが含まれる。
【００５５】
　挙げることができる動物起源の非シリコーン油の例は、ペルヒドロスクアレンである。
【００５６】
　挙げることができる植物起源または合成起源のグリセリドには、6個から30個の炭素原
子を含む液体脂肪酸トリグリセリド、例えばヘプタン酸またはオクタン酸トリグリセリド
が含まれ、あるいは、例えば、ヒマワリ油、トウモロコシ油、ダイズ油、髄油、ブドウ種
子油、ゴマ種子油、ヘイゼルナッツ油、アプリコット油、マカダミヤ油、アララ油、ヒマ
シ油、アボカド油、カプリル酸/カプリン酸のトリグリセリド、例えば、Stearineries Du
bois社から販売されるもの、またはDynamit Nobel社からMiglyol(登録商標)810、812およ
び818の名称で販売されるもの、ホホバ油およびシアバター油が含まれる。
【００５７】
　16個を超える炭素原子を含有する鉱物または合成起源の直鎖状または分枝状炭化水素に
関しては、揮発性または不揮発性の流動パラフィンおよびその誘導体、ワセリン、液体ワ
セリン、ポリデセンおよび水素化ポリイソブテン、例えばParleam(登録商標)を特に挙げ
ることができる。
【００５８】
　フルオロ油は、BNFL Fluorochemicals社からFlutec(登録商標)PC1およびFlutec(登録商
標)PC3の名称で販売されるペルフルオロメチルシクロペンタンおよびペルフルオロ-1,3-
ジメチルシクロヘキサン;ペルフルオロ-1,2-ジメチルシクロブタン;3M社からPF 5050(登
録商標)およびPF 5060(登録商標)の名称で販売されるドデカフルオロペンタンおよびテト
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ラデカフルオロヘキサンなどのペルフルオロアルカン、またはAtochem社からForalkyl(登
録商標)の名称で販売されるブロモペルフルオロオクチル;ノナフルオロメトキシブタンお
よびノナフルオロエトキシイソブタン;3M社からPF 5052(登録商標)の名称で販売される4-
トリフルオロメチルペルフルオロモルホリンなどのペルフルオロモルホリン誘導体から特
に選択することができる。
【００５９】
　本発明で使用するのに適する、液体の、したがって固体の脂肪アルコール(i)と異なる
脂肪アルコールは、より詳細には8個から30個の炭素原子を含む不飽和であるか分枝状の
アルコールから選択される。挙げることができる例には、2-オクチルドデカン-1-オール
、2-ブチルオクタノール、2-ヘキシルデカノール、2-ウンデシルペンタデカノール、オレ
イルアルコールおよびリノレイルアルコールが含まれる。
【００６０】
　本発明との関連で用いることができる脂肪酸は、より詳細には、6個から30個の炭素原
子、特に9個から30個の炭素原子を含む不飽和であるか分枝状のカルボン酸から選択され
る。それらは、有利にはオレイン酸、リノール酸、リノレン酸およびイソステアリン酸か
ら選択される。
【００６１】
　固体エステル(ii)と異なり、前述のグリセリドと異なる、脂肪酸および/または脂肪ア
ルコールのエステルに関しては、飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のC1～C26脂
肪族の一酸または多酸のエステル、および飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のC1
～C26脂肪族の一価アルコールまたは多価アルコールのエステルを特に挙げることができ
、エステルの総炭素数は10以上である。
【００６２】
　好ましくは、一価アルコールのエステルのために、本発明のエステルが由来するアルコ
ールおよび酸の中からの少なくとも1つは分枝状である。
【００６３】
　一酸および一価アルコールのモノエステルの中では、パルミチン酸エチル、パルミチン
酸イソプロピル、ミリスチン酸アルキル、例えばミリスチン酸イソプロピルまたはミリス
チン酸エチル、ステアリン酸イソセチル、イソノナン酸2-エチルヘキシル、ネオペンタン
酸イソデシルおよびネオペンタン酸イソステアリルを挙げることができる。
【００６４】
　C4～C22ジカルボン酸またはトリカルボン酸およびC1～C22アルコールのエステル、なら
びにモノ-、ジ-またはトリカルボン酸およびC4～C26非糖ジ-、トリ-、テトラ-またはペン
タヒドロキシアルコールのエステルを用いることもできる。
【００６５】
　特に、セバシン酸ジエチル;セバシン酸ジイソプロピル;アジピン酸ジイソプロピル;ア
ジピン酸ジ-n-プロピル;アジピン酸ジオクチル;アジピン酸ジイソステアリル;マレイン酸
ジオクチル;ウンデシレン酸グリセリル;ステアロイルステアリン酸オクチルドデシル;モ
ノリシノール酸ペンタエリスリチル;四イソノナン酸ペンタエリスリチル;四ペラルゴン酸
ペンタエリスリチル;四イソステアリン酸ペンタエリスリチル;四オクタン酸ペンタエリス
リチル;二カプリル酸プロピレングリコール;二カプリン酸プロピレングリコール;エルカ
酸トリデシル;クエン酸トリイソプロピル;クエン酸トリイソステアリル;三乳酸グリセリ
ル;三オクタン酸グリセリル;クエン酸トリオクチルドデシル;クエン酸トリオレイル;二オ
クタノン酸プロピレングリコール;二ヘプタン酸ネオペンチルグリコール;二イソノナン酸
ジエチレングリコール;および二ステアリン酸ポリエチレングリコールを挙げることがで
きる。
【００６６】
　上で挙げたエステルの中では、パルミチン酸エチル、イソプロピル、ミリスチル、セチ
ルまたはステアリル、パルミチン酸2-エチルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、
ミリスチン酸アルキル、例えばミリスチン酸イソプロピル、ブチル、セチルまたは2-オク
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チルドデシル、ステアリン酸ヘキシル、二カプリル酸プロピレングリコール、ステアリン
酸ブチル、ステアリン酸イソブチル;リンゴ酸ジオクチル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリ
ン酸2-ヘキシルデシル、イソノナン酸イソノニルまたはオクタン酸セチルを用いるのが好
ましい。
【００６７】
　組成物は、液体脂肪エステルとして、C6～C30脂肪酸、好ましくはC12～C22脂肪酸の糖
のエステルおよびジエステルをさらに含むことができる。用語「糖」は、アルデヒドまた
はケトン官能基の有り無しで、少なくとも4つの炭素原子を含む、いくつかのアルコール
官能基を含有する酸素含有炭化水素をベースとした化合物を意味することが想起される。
これらの糖は、単糖、オリゴ糖または多糖であってよい。
【００６８】
　挙げることができる、適する糖の例には、サッカロース、グルコース、ガラクトース、
リボース、フコース、マルトース、フルクトース、マンノース、アラビノース、キシロー
スおよびラクトース、およびその誘導体、特にアルキル誘導体、例えばメチル誘導体、例
えばメチルグルコースが含まれる。
【００６９】
　脂肪酸の糖エステルは、前記の糖、および直鎖状か分枝状の、飽和または不飽和のC6～
C30、好ましくはC12～C22脂肪酸のエステルまたはエステル混合物を含む群から特に選択
することができる。それらが不飽和である場合は、これらの化合物は1つから3つの共役し
ているか共役していない炭素間二重結合を含むことができる。
【００７０】
　この変形体によるエステルは、モノ-、ジ-、トリ-およびテトラエステル、およびポリ
エステル、およびそれらの混合物から選択することもできる。
【００７１】
　これらのエステルは、例えば、オレイン酸エステル、ラウリン酸エステル、パルミチン
酸エステル、ミリスチン酸エステル、ベヘン酸エステル、ヤシ脂肪酸エステル、ステアリ
ン酸エステル、リノール酸エステル、リノレン酸エステル、カプリン酸エステルおよびア
ラキドン酸エステルまたはそれらの混合物、例えば、特にオレオパルミチン酸エステル、
オレオステアリン酸エステルまたはパルミトステアリン酸混合エステルから選択すること
ができる。
【００７２】
　より詳しくは、モノエステルおよびジエステル、特にスクロース、グルコースもしくは
メチルグルコースのモノ-またはジオレイン酸エステル、ステアリン酸エステル、ベヘン
酸エステル、オレオパルミチン酸エステル、リノール酸エステル、リノレン酸エステルま
たはオレオステアリン酸エステルが利用される。
【００７３】
　挙げることができる例は、Amerchol社からGlucate(登録商標)DOの名称で販売される、
二オレイン酸メチルグルコース製品である。
【００７４】
　糖エステルの中では、ペンタエリスリチルエステル、好ましくは四イソステアリン酸ペ
ンタエリスリチル、四オクタン酸ペンタエリスリチル、ならびにカプリル酸およびカプリ
ン酸ヘキサエステルをジペンタエリスリトールとの混合物として用いることも可能である
。
【００７５】
　用語「液体シリコーン」は、常温(25℃)および大気圧(760mmHg;すなわち1.013×105Pa)
で液体であるオルガノポリシロキサンを意味する。
【００７６】
　好ましくは、シリコーンは、液体ポリジアルキルシロキサン、特に液体ポリジメチルシ
ロキサン(PDMS)、および少なくとも1つのアリール基を含む液体ポリオルガノシロキサン
から選択される。
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【００７７】
　これらのシリコーンは、有機改変されてもよい。本発明に従って用いることができる有
機改変シリコーンは、炭化水素をベースとした基を通して結合する1つまたは複数の有機
官能基をそれらの構造に含む、前に定義される液体シリコーンである。
【００７８】
　オルガノポリシロキサンは、Walter Nollの「Chemistry and Technology of Silicones
」(1968)、Academic Pressにさらに詳細に定義されている。それらは揮発性または不揮発
性であってよい。
【００７９】
　それらが揮発性である場合は、より詳しくはシリコーンは60℃から260℃までの間の沸
点を有するものから選択され、さらにより詳しくは、
　(i) 3個から7個、好ましくは4個から5個のケイ素原子を含有する環状ポリジアルキルシ
ロキサンから選択される。これらは、例えば、特にUnion CarbideからVolatile Silicone
(登録商標)7207の名称で、またはRhodiaからSilbione(登録商標)70045 V2の名称で販売さ
れるオクタメチルシクロテトラシロキサン、Union CarbideからVolatile Silicone(登録
商標)7158の名称で、またはRhodiaからSilbione(登録商標)70045 V5の名称で販売される
デカメチルシクロペンタシロキサン、およびMomentive Performance MaterialsからSilso
ft 1217の名称で販売されるドデカメチルシクロペンタシロキサン、およびそれらの混合
物である。
【００８０】
　Union Carbide社から販売されるVolatile Silicone(登録商標)FZ 3109などの、式:
【００８１】
【化１】

【００８２】
のジメチルシロキサン/メチルアルキルシロキサン型のシクロコポリマーを挙げることも
できる。
【００８３】
　環状ポリジアルキルシロキサンと有機ケイ素化合物との混合物、例えばオクタメチルシ
クロテトラシロキサンとテトラトリメチルシリルペンタエリスリトール(50/50)の混合物
、およびオクタメチルシクロテトラシロキサンとオキシ-1,1'-ビス(2,2,2',2',3,3'-ヘキ
サトリメチル-シリルオキシ)ネオペンタンとの混合物;
　(ii) 2個から9個のケイ素原子を含有し、25℃で5×10-6m2/s以下の粘度を有する直鎖状
揮発性ポリジアルキルシロキサンを挙げることもできる。例は、特にToray Silicone社か
らSH 200の名称で販売されるデカメチルテトラシロキサンである。このカテゴリーに属す
るシリコーンは、Cosmetics and Toiletries、91巻、76年1月、27～32頁、Todd & Byers:
 Volatile Silicone Fluids for Cosmeticsに発表されている記事にも記載されている。
シリコーンの粘度は、ASTM規格445付録Cに従って、25℃で測定される。
【００８４】
　不揮発性ポリジアルキルシロキサンを用いることもできる。
【００８５】
　より詳しくはこれらの不揮発性シリコーンはポリジアルキルシロキサンから選択され、
その中では、トリメチルシリル末端基を含有するポリジメチルシロキサンを主に挙げるこ
とができる。
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【００８６】
　これらのポリジアルキルシロキサンの中では、非限定的に、以下の市販製品を挙げるこ
とができる:
- Rhodiaから販売される47および70 047シリーズのSilbione(登録商標)油またはMirasil(
登録商標)油、例えば油70 047 V 500 000;
- Rhodia社から販売されるMirasil(登録商標)シリーズの油;
- Dow Corning社の200シリーズの油、例えば60 000mm2/sの粘度を有するDC200;
- General ElectricのViscasil(登録商標)油、およびGeneral ElectricのSFシリーズ(SF 
96、SF 18)の特定の油。
【００８７】
　ジメチコノール(CTFA)の名称で知られるジメチルシラノール末端基を含有するポリジメ
チルシロキサン、例えばRhodia社の48シリーズの油を挙げることもできる。
【００８８】
　アリール基を含有するシリコーンには、ポリジアリールシロキサン、特にポリジフェニ
ルシロキサンおよびポリアルキルアリールシロキサンがある。挙げることができる例には
、以下の名称で販売される製品が含まれる:
　・Rhodiaの70 641シリーズのSilbione(登録商標)油;
　・RhodiaのRhodorsil(登録商標)70 633および763シリーズの油;
　・Dow Corningの油Dow Corning 556化粧液;
　・BayerのPKシリーズのシリコーン、例えばPK20製品;
　・General ElectricのSFシリーズの特定の油、例えばSF 1023、SF 1154、SF 1250およ
びSF 1265。
【００８９】
　有機改変された液体シリコーンは、特にポリエチレンオキシおよび/またはポリプロピ
レンオキシ基を含有することができる。したがって、Shin-Etsuによって提案されるシリ
コーンKF-6017、およびUnion Carbide社の油Silwet(登録商標)L722およびL77を挙げるこ
とができる。
【００９０】
　1つの好ましい変形形態によると、油はC6～C16低級アルカン;植物または合成起源のグ
リセリド;16個を超える炭素原子を含有する、鉱物または合成起源の直鎖状または分枝状
の炭化水素;液体脂肪アルコール;液体脂肪エステル;またはそれらの混合物から選択され
る。
【００９１】
　さらにより優先的には、油はC6～C16低級アルカン;16個を超える炭素原子を含有する、
鉱物または合成起源の直鎖状または分枝状の炭化水素;液体脂肪アルコール;またはそれら
の混合物から選択される。
【００９２】
　好ましくは、油は液体ワセリン、ポリデセン、オクチルドデカノールおよびイソステア
リルアルコール、またはそれらの混合物から選択される。
【００９３】
　組成物(A)と(B)との混合から生じる、すぐ使用できる組成物では、油の量は、組成物の
全重量の7.5%から60%を占めることができる。好ましくは、組成物(A)と(B)との混合から
生じる、すぐ使用できる組成物は、少なくとも25%の油を含む。
【００９４】
　組成物(B)は、少なくとも1つの油を含むことができる。それが油を含有する場合は、そ
の全含有量は組成物(B)の重量の0.5%から40%の範囲内であってよい。
【００９５】
　(ii) -少なくとも20個の炭素原子を含有する脂肪アルコール:
　前に示すように、本発明の方法の組成物(A)は、その最も長い炭化水素ベースの鎖に少
なくとも20個の炭素原子を含有する少なくとも1つの脂肪アルコール(ii)を含む。
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【００９６】
　本発明の脂肪アルコールは、オキシアルキル化およびグリセロール化されていない。
【００９７】
　より詳しくは、脂肪アルコール(ii)は、特に1つまたは複数のヒドロキシル基(特に1～4
個)によって任意選択で置換された、20個から30個の炭素原子を含む少なくとも1つの飽和
または不飽和の、直鎖状または分枝状の炭化水素をベースとした基を含む脂肪アルコール
から選択される。それらが不飽和である場合は、これらの化合物は1つから3つの共役して
いるか共役していない炭素間二重結合を含むことができる。
【００９８】
　挙げることができる脂肪アルコール(ii)の例には、ベヘニルアルコール(1-ドコサノー
ル)、アラキドニルアルコール、アラキジルアルコール(1-エイコサノール)、エルシルア
ルコール(cis-13-ドコセン-1-オール)、n-ヘネイコサニルアルコール(C21飽和)、トリコ
サニルアルコール(C23飽和)、リグノセリルアルコール(1-テトラコサノール)(1-テトラコ
サノール)(C24飽和)、ペンタコサニルアルコール(C25飽和)、セリルアルコール(1-ヘキサ
コサノール)(C26飽和、直鎖)、モンタニルアルコール(1-オクタコサノール)(C28飽和、直
鎖)、n-ノナコサニルアルコール(C29飽和)、n-トリアコンタニルアルコール(C30飽和)お
よびそれらの混合物が含まれる。
【００９９】
　好ましくは、それらの最も豊富な炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原
子を含有する脂肪アルコール(ii)は、飽和している。
【０１００】
　好ましくは、それらの最も豊富な炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原
子を含有する脂肪アルコール(ii)は、直鎖状である。
【０１０１】
　本発明の脂肪アルコール(ii)は、純粋な形で用いることができる。それらは、異なる鎖
長の脂肪アルコールの混合物の一部を形成することができる;挙げることができる脂肪ア
ルコールの混合物には、Sasol社から販売されている製品、Nafol 2022 EN、Nafol 1822、
Nafol 1822CおよびNafol 1822Bが含まれる。
【０１０２】
　有利には、それらの最も豊富な炭化水素をベースとした鎖に少なくとも20個の炭素原子
を含有する脂肪アルコール(ii)の含有量は、組成物(A)の全重量に対して、0.2重量%から2
0重量%、より詳細には0.5重量%から15重量%、さらにより詳細には1重量%から15重量%、好
ましくは4重量%から15重量%、より良好には4重量%から10重量%の範囲内である。
【０１０３】
　組成物(B)は、その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する1つまたは
複数の脂肪アルコール(ii)を含有することができることにも注意すべきである。
【０１０４】
　それが1つまたは複数の脂肪アルコール(ii)を含有する場合は、その含有量は、組成物(
B)の全重量に対して0.2重量%から20重量%、好ましくは0.5重量%から15重量%、さらに詳細
には1重量%から10重量%の間の範囲内であってよい。
【０１０５】
　好ましくは、すぐに使用できる組成物(すなわち、組成物(A)および(B)から得られる混
合物)中の、その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する脂肪アルコー
ル(ii)の含有量は、組成物(A)および(B)の全重量に対して、0.2重量%から20重量%の間、
好ましくは0.5重量%から15重量%、より詳細には1重量%から10重量%の範囲内である。
【０１０６】
　(iii) -界面活性剤:
　染色および/または脱色方法は、1つまたは複数の界面活性剤を用いる。
【０１０７】
　詳細には、界面活性剤は、アニオン性、両性、双性イオン性、カチオン性および非イオ
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ン性界面活性剤、優先的には非イオン性界面活性剤から選択される。
【０１０８】
　用語「アニオン性界面活性剤」は、イオン性またはイオン化可能な基としてアニオン基
だけを含む界面活性剤を意味する。これらのアニオン基は、好ましくは-C(O)OH、-C(O)O-

、-SO3H、-S(O)2O
-、-OS(O)2OH、-OS(O)2O

-、-P(O)OH2、-P(O)2O
-、-P(O)O2

-、-P(OH)2、
=P(O)OH、-P(OH)O-、=P(O)O-、=POH、=PO-の基から選択され、アニオン部分はカチオン性
対イオン、例えばアルカリ金属、アルカリ土類金属またはアンモニウムを含む。
【０１０９】
　本発明による組成物で用いることができるアニオン性界面活性剤の例として、アルキル
硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、アルキルアミドエーテル硫酸塩、アルキルアリールポ
リエーテル硫酸塩、モノグリセリド硫酸塩、アルキルスルホネート、アルキルアミドスル
ホネート、アルキルアリールスルホネート、αオレフィンスルホネート、パラフィンスル
ホネート、アルキルスルホサクシネート、アルキルエーテルスルホサクシネート、アルキ
ルアミドスルホサクシネート、アルキルスルホアセテート、アシルサルコシネート、アシ
ルグルタメート、アルキルスルホサクシナメート、アシルイセチオネート、およびN-アシ
ルタウレート、ポリグリコシドポリカルボン酸およびアルキルモノエステル塩、アシルラ
クチレート、D-ガラクトシドウロン酸の塩、アルキルエーテルカルボン酸の塩、アルキル
アリールエーテルカルボン酸の塩、アルキルアミドエーテルカルボン酸の塩;ならびに全
てのこれらの化合物の対応する非塩化形態を挙げることができ;全てのこれらの化合物の
アルキルおよびアシル基は6個から24個の炭素原子を含み、アリール基はフェニル基を表
す。
【０１１０】
　これらの化合物はオキシエチレン化させることができ、その結果、好ましくは1個から5
0個のエチレンオキシド単位を含むことができる。
【０１１１】
　ポリグリコシド-ポリカルボン酸のC6～C24アルキルモノエステルの塩は、C6～C24アル
キルポリグリコシド-シトレート、C6～C24アルキルポリグリコシド-タートレートおよびC

6～C24アルキルポリグリコシド-スルホサクシネートから選択することができる。
【０１１２】
　アニオン界面活性剤が塩の形態である場合は、それらは、ナトリウムまたはカリウム塩
などのアルカリ金属塩、好ましくはナトリウム塩、アンモニウム塩、アミン塩、特にアミ
ノアルコール塩、またはマグネシウム塩などのアルカリ土類金属塩から選択することがで
きる。
【０１１３】
　特に挙げることができるアミノアルコール塩の例には、モノエタノールアミン、ジエタ
ノールアミンおよびトリエタノールアミン塩、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロ
パノールアミンまたはトリイソプロパノールアミン塩、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノー
ル塩、2-アミノ-2-メチル-1,3-プロパンジオール塩およびトリス(ヒドロキシメチル)アミ
ノメタン塩が含まれる。
【０１１４】
　アルカリ金属またはアルカリ土類金属塩、特にナトリウムまたはマグネシウム塩が好ま
しくは用いられる。
【０１１５】
　前述のアニオン性界面活性剤の中では、好ましくは、2個から50個のエチレンオキシド
単位を含み、特にアルカリ金属、アンモニウム、アミノアルコールおよびアルカリ土類金
属塩の形態の、(C6～C24)アルキル硫酸塩、(C6～C24)アルキルエーテル硫酸塩、またはこ
れらの化合物の混合物が利用される。
【０１１６】
　2個から20個のエチレンオキシド単位を含み、特にアルカリ金属、アンモニウム、アミ
ノアルコールおよびアルカリ土類金属塩の形態の、(C12～C20)アルキル硫酸塩、(C12～C2
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0)アルキルエーテル硫酸塩、またはこれらの化合物の混合物を用いることが特に好ましい
。より良好には、2.2モルのエチレンオキシドを含有するラウリルエーテル硫酸ナトリウ
ムが利用される。
【０１１７】
　本発明で用いることができる、好ましくは非シリコーンの両性または双性イオン界面活
性剤は、特に任意選択で第四級化された脂肪族の二級または三級アミンの誘導体であって
よく、その誘導体では、脂肪族基は8個から22個の炭素原子を含む直鎖状か分枝状の鎖で
あり、前記アミン誘導体は少なくとも1つのアニオン基、例えばカルボン酸、スルホン酸
、硫酸、リン酸またはホスホン酸基を含有する。(C8～C20)アルキルベタイン、スルホベ
タイン、(C8～C20)アルキルアミド(C3～C8)アルキルベタインおよび(C8～C20)アルキルア
ミド(C6～C8)アルキルスルホベタインを特に挙げることができる。
【０１１８】
　上記のような用いることができる任意選択で第四級化された二級または三級の脂肪族ア
ミン誘導体の中では、それぞれ構造(A1)および(A2)の化合物を挙げることもできる:
　Ra-C(O)-NH-CH2-CH2-N

+(Rb)(Rc)-CH2C(O)O
-, M+ (A1)

式(A1)で:
　・Raは、好ましくは加水分解されたヤシ油に存在する酸RaCOOHに由来するC10～C30アル
キルもしくはアルケニル基、またはヘプチル、ノニルまたはウンデシル基を表し;
　・Rbは、β-ヒドロキシエチル基を表し;
　・Rcは、カルボキシメチル基を表し;
　・M+は、アルカリ金属またはアルカリ土類金属、例えばナトリウムに由来するカチオン
性対イオン、アンモニウムイオン、または有機アミンに由来するイオンを表し、
　　Ra-C(O)-NH-CH2-CH2-N(B)(B') (A2)
式(A2)で:
　・Bは、基-CH2-CH2-O-X'を表し;
　・B'は、基-(CH2)zY'を表し、z=1または2であり;
　・X'は、基-CH2-C(O)OH、-CH2-C(O)OZ'、-CH2-CH2-C(O)OH、-CH2-CH2-C(O)OZ'または水
素原子を表し;
　・Y'は、基-C(O)OH、-C(O)OZ'、-CH2-CH(OH)-SO3Hまたは基-CH2-CH(OH)-SO3-Z'を表し;
　・Z'は、アルカリ金属またはアルカリ土類金属、例えばナトリウムに由来するカチオン
性対イオン、アンモニウムイオンまたは有機アミンに由来するイオンを表し;
　・Ra'は、好ましくはヤシ油または加水分解された亜麻仁油に存在する酸性Ra'-C(O)OH
のC10～C30アルキルもしくはアルケニル基、特にC17のアルキル基およびそのイソ型、ま
たは不飽和C17基を表す。
【０１１９】
　これらの化合物は、ココアンフォ二酢酸二ナトリウム、ラウロアンフォ二酢酸二ナトリ
ウム、カプリルアンフォ二酢酸二ナトリウム、カプリロアンフォ二酢酸二ナトリウム、コ
コアンフォ二プロピオン酸二ナトリウム、ラウロアンフォ二プロピオン酸二ナトリウム、
カプリルアンフォ二プロピオン酸二ナトリウム、カプリロアンフォ二プロピオン酸二ナト
リウム、ラウロアンフォ二プロピオン酸およびココアンフォ二プロピオン酸の名称で、CT
FA辞書、第5版、1993に分類されている。
【０１２０】
　例として、Rhodia社から商品名Miranol(登録商標)C2M Concentrateの商品名で販売され
るココアンフォ二酢酸を挙げることができる。
【０１２１】
　前述の両性または双性イオン性界面活性剤の中では、好ましくは(C8～C20)アルキルベ
タイン、例えばココイルベタイン、および(C8～C20)アルキルアミド(C3～C8)アルキルベ
タイン、例えばコカミドプロピルベタイン、およびそれらの混合物が利用される。より優
先的には、両性または双性イオン性界面活性剤は、コカミドプロピルベタインおよびココ
イルベタインから選択される。
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【０１２２】
　本発明の組成物で用いることができるカチオン界面活性剤は、例えば、任意選択でポリ
オキシアルキレン化された一級、二級または三級脂肪族アミンの塩、第四級アンモニウム
塩、およびそれらの混合物を含む。
【０１２３】
　特に挙げることができる第四級アンモニウム塩の例には、以下のものが含まれる:
- 下の以下の一般式(I)に対応するもの:
【０１２４】
【化２】

【０１２５】
式(I)で、同一であるか異なってよいR8からR11の基は、1個から30個の炭素原子を含む直
鎖状または分枝状の脂肪族基または芳香族基、例えばアリールもしくはアルキルアリール
を表し、R8からR11の基の少なくとも1つは、8個から30個の炭素原子、好ましくは12個か
ら24個の炭素原子を含む。脂肪族基は、特に酸素、窒素、硫黄およびハロゲンなどのヘテ
ロ原子を含むことができる。
【０１２６】
　脂肪族基は、例えば、C1～C30アルキル、C1～C30アルコキシ、ポリオキシ(C2～C6)アル
キレン、C1～C30アルキルアミド、(C12～C22)アルキルアミド(C2～C6)アルキル、(C12～C

22)アルキル酢酸、C1～C30ヒドロキシアルキルから選択され、X-は、ハロゲン化物、リン
酸、酢酸、乳酸、(C1～C4)アルキル硫酸および(C1～C4)アルキル-または(C1～C4)アルキ
ルアリールスルホン酸の各イオンから選択されるアニオン性対イオンである。
【０１２７】
　式(I)の第四級アンモニウム塩の中では、塩化テトラアルキルアンモニウム、例えばア
ルキル基が約12個から22個の炭素原子を含有する塩化ジアルキルジメチルアンモニウムま
たはアルキルトリメチルアンモニウム、特に塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化
ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ベンジル
ジメチルステアリルアンモニウムが第1に好ましく、さもなければ、第2に、ジステアロイ
ルエチルヒドロキシエチルメチルアンモニウムメトサルフェート、ジパルミトイルエチル
ヒドロキシエチルアンモニウムメトサルフェートまたはジステアロイルエチルヒドロキシ
エチルアンモニウムメトサルフェート、さもなければ、最後に、塩化パルミチルアミドプ
ロピルトリメチルアンモニウムまたはVan Dyk社からCeraphyl(登録商標)70の名称で販売
される塩化ステアラミドプロピルジメチル(酢酸ミリスチル)アンモニウムが好ましい;
-イミダゾリンの第四級アンモニウム塩、例えば下の式(II)のもの:
【０１２８】
【化３】

【０１２９】
式(II)で、R12は8個から30個の炭素原子を含むアルキルまたはアルケニル基、例えば獣脂
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子を含むアルキルもしくはアルケニル基を表し、R14は、C1～C4アルキル基を表し、R15は
、水素原子またはC1～C4アルキル基を表し、X-は、ハロゲン化物、リン酸、酢酸、乳酸、
(C1～C4)アルキル硫酸および(C1～C4)アルキル-または(C1～C4)アルキルアリールスルホ
ン酸の各イオンから選択されるアニオン対イオンを表す。R12およびR13は、好ましくは12
個から21個の炭素原子を含むアルキルまたはアルケニル基の混合物、例えば獣脂脂肪酸誘
導体を表し、R14はメチル基を表し、R15は水素原子を表す。そのような製品は、例えば、
Rewo社からRewoquat(登録商標)W 75の名称で販売されている;
-第四級二アンモニウムまたは三アンモニウム塩、特に下の式(IV)のもの:
【０１３０】
【化４】

【０１３１】
式(III)で、R16は、約16個から30個の炭素原子を含み、任意選択でヒドロキシル化され、
および/または1つまたは複数の酸素原子が割り込むアルキル基を表し;R17は、水素、1個
から4個の炭素原子を含むアルキル基、または基-(CH2)3-N

+(R16a)(R17a)(R18a)から選択
され;同一であるか異なってもよいR16a、R17a、R18a、R18、R19、R20およびR21は、水素
および1個から4個の炭素原子を含むアルキル基から選択され、X-は、ハロゲン化物、酢酸
、リン酸、硝酸、(C1～C4)アルキル硫酸および(C1～C4)アルキル-または(C1～C4)アルキ
ルアリールスルホン酸、特にメチル硫酸およびエチル硫酸の各イオンの群から選択される
アニオンである。そのような化合物は、例えば、Finetex社から販売されるFinquat CT-P(
Quaternium89)、およびFinetex社から販売されるFinquat CT(Quaternium75)である;
- 1つまたは複数のエステル官能基を含む第四級アンモニウム塩、例えば下の式(IV)のも
の:
【０１３２】

【化５】

【０１３３】
式(IV)で:
　・R22は、C1～C6アルキルおよびC1～C6ヒドロキシアルキルまたはジヒドロキシアルキ
ル基から選択され;
　・R23は、以下から選択され:
　　-基
【０１３４】
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【化６】

【０１３５】
　　-直鎖状か分枝状の、飽和または不飽和のC1～C22炭化水素をベースとした基R27、
　　-水素原子;
　・R25は、以下から選択され:
　　-基
【０１３６】

【化７】

【０１３７】
　　-直鎖状か分枝状の、飽和または不飽和のC1～C6炭化水素をベースとした基R29、
　　-水素原子;
　・同一であるか異なってもよいR24、R26およびR28は、直鎖状か分枝状の、飽和または
不飽和のC7～C21炭化水素をベースとした基から選択され;
　・同一であるか異なってもよいr、sおよびtは、2から6までの整数であり;
　・同一であるか異なってもよいr1およびt1は、0または1に等しく、r2+r1=2rおよびt1+t
2=2tであり、
　・yは、1から10までの整数であり;
　・同一であるか異なってもよいxおよびzは、0から10までの整数であり;
　・X-は、有機または無機のアニオン性対イオンを表し;
但し、合計x+y+zは1から15までであり、xが0である場合はR23はR27を表し、zが0である場
合はR25はR29を表す。
【０１３８】
　アルキル基R22は直鎖状か分枝状でよく、より詳細には直鎖状でよい。
【０１３９】
　好ましくは、R22は、メチル、エチル、ヒドロキシエチルまたはジヒドロキシプロピル
基、より詳細にはメチルまたはエチル基を表す。
【０１４０】
　有利には、合計x+y+zは、1から10までである。
【０１４１】
　R23が炭化水素をベースとした基R27である場合は、それは長くてもよく、12個から22個
の炭素原子を含有することができ、または短くてもよく、1個から3個の炭素原子を含有す
ることができる。
【０１４２】
　R25が炭化水素をベースとした基R29である場合は、それは、好ましくは1個から3個の炭
素原子を含有する。
【０１４３】
　有利には、同一であるか異なってもよいR24、R26およびR28は、直鎖状か分枝状の、飽
和または不飽和のC11～C21炭化水素をベースとした基から、より詳細には直鎖状か分枝状
の、飽和または不飽和のC11～C21アルキルまたはアルケニル基から選択される。
【０１４４】
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　好ましくは、同一であるか異なってもよいxおよびzは、0または1に等しい。
【０１４５】
　有利には、yは1に等しい。
【０１４６】
　好ましくは、同一であるか異なってもよいr、sおよびtは、2または3に等しく、より詳
細には2に等しい。
【０１４７】
　アニオン性対イオンX-は、好ましくはハロゲン化物、好ましくは例えば塩化物、臭化物
またはヨウ化物;(C1～C4)アルキル硫酸または(C1～C4)アルキル-もしくは(C1～C4)アルキ
ルアリールスルホン酸の各イオンである。しかし、メタンスルホン酸、リン酸、硝酸、p-
トルエンスルホン酸、有機酸に由来するアニオン、例えば酢酸もしくは乳酸、またはエス
テル官能基を含有するアンモニウムに適合する他の任意のアニオンを利用することができ
る。
【０１４８】
　アニオン性対イオンX-は、より詳細には塩化物、メチル硫酸およびまたはエチル硫酸の
各イオンである。
【０１４９】
　より詳細には、本発明による組成物で、式(IV)のアンモニウム塩が利用され、そこで:
　　- R22は、メチルまたはエチル基を表し、
　　- xおよびyは1に等しく、
　　- zは、0または1に等しく、
　　- r、sおよびtは2に等しく、
　　- R23は、以下から選択され:
　　　・基
【０１５０】
【化８】

【０１５１】
　　　・メチル、エチルまたはC14～C22炭化水素をベースとした基、
　　　・水素原子、
　　- R25は、以下から選択され:
　　　・基
【０１５２】

【化９】

【０１５３】
　　　・水素原子、
　　同一であるか異なってもよいR24、R26およびR28は、直鎖状か分枝状の、飽和または
不飽和のC13～C17炭化水素をベースとした基から、より詳細には直鎖状か分枝状の、飽和
または不飽和のC13～C17アルキルおよびアルケニル基から選択される。
　　有利には、炭化水素をベースとした基は直鎖状である。
【０１５４】
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　式(IV)の化合物の中では、挙げることができる例には、ジアシルオキシ-エチルジメチ
ルアンモニウム、ジアシルオキシエチルヒドロキシエチルメチルアンモニウム、モノアシ
ルオキシエチルジヒドロキシエチルメチルアンモニウム、トリアシルオキシエチルメチル
アンモニウムまたはモノアシルオキシエチルヒドロキシエチルジメチルアンモニウムの塩
、特に塩化物または硫酸メチル、およびそれらの混合物が含まれる。アシル基は、好まし
くは14個から18個の炭素原子を含有し、より詳細にはパーム油またはヒマワリ油などの植
物油から得られる。化合物がいくつかのアシル基を含有する場合は、これらの基は同一で
あるか異なってよい。
【０１５５】
　これらの製品は、例えば、任意選択でオキシアルキレン化されているトリエタノールア
ミン、トリイソプロパノールアミン、アルキルジエタノールアミンまたはアルキルジイソ
プロパノールアミンと、植物または動物起源の脂肪酸または脂肪酸混合物との直接エステ
ル化によって、またはそのメチルエステルのエステル交換反応によって得られる。このエ
ステル化の後に、アルキル化剤、例えばハロゲン化アルキル、好ましくはハロゲン化メチ
ルもしくはエチル、硫酸ジアルキル、好ましくは硫酸メチルもしくはエチル、メタンスル
ホン酸メチル、p-トルエンスルホン酸メチル、グリコールクロロヒドリンまたはグリセロ
ールクロルヒドリンによる第四級化が続く。
【０１５６】
　そのような化合物は、例えば、Henkel社からDehyquart(登録商標)の名称で、Stepan社
からはStepanquat(登録商標)、Ceca社からはNoxamium(登録商標)、またはRewo-Witco社か
らはRewoquat(登録商標)WE 18の名称で販売される。
【０１５７】
　本発明による組成物は、例えば、過半重量のジエステル塩を含むモノ-、ジ-およびトリ
エステルの第四級アンモニウム塩の混合物を含有することができる。
【０１５８】
　特許US-A-4 874 554およびUS-A-4 137 180に記載されている、少なくとも1つのエステ
ル官能基を含有するアンモニウム塩を用いることも可能である。
【０１５９】
　Quatarmin BTC 131の名称でKAOから販売される、塩化ベヘノイルヒドロキシプロピルト
リメチルアンモニウムを利用することができる。
【０１６０】
　好ましくは、少なくとも1つのエステル官能基を含有するアンモニウム塩は、2つのエス
テル官能基を含有する。
【０１６１】
　本発明による組成物に存在することができるカチオン性界面活性剤の中では、より詳細
には、セチルトリメチルアンモニウム、ベヘニルトリメチルアンモニウムおよびジパルミ
トイルエチルヒドロキシ-エチルメチルアンモニウム塩、およびそれらの混合物、より詳
細には、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、お
よびジパルミトイルエチルヒドロキシエチルアンモニウムメトサルフェートおよびそれら
の混合物を選択するのが好ましい。
【０１６２】
　本発明により用いられる組成物で用いることができる非イオン性界面活性剤の例は、例
えば、Blackie & Son (GlasgowおよびLondon)出版のM.R. PorterによるHandbook of Surf
actants、1991、116～178頁に記載されている。それらは、特にアルコール、α-ジオール
および(C1～C20)アルキルフェノールから選択され、これらの化合物はポリエトキシル化
、ポリプロポキシル化および/またはポリグリセロール化され、例えば8個から18個の炭素
原子を含む少なくとも1つの脂肪鎖を抱え、エチレンオキシドおよび/またはプロピレンオ
キシド基の数はおそらく特に2から50までであり、グリセロール基の数はおそらく特に2か
ら30までである。
【０１６３】



(23) JP 2014-501773 A 2014.1.23

10

20

30

40

50

　エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドのコポリマー、ソルビタンの任意選択でオ
キシエチレン化された脂肪酸エステル、スクロースの脂肪酸エステル、ポリオキシアルキ
レン化脂肪酸エステル、任意選択でオキシアルキレン化されたアルキルポリグリコシド、
アルキルグルコシドエステル、N-アルキルグルカミンおよびN-アシルメチルグルカミンの
誘導体、アルドビオナミドならびにアミンオキシドを挙げることもできる。
【０１６４】
　より詳細には、非イオン性界面活性剤は、モノオキシアルキレン化またはポリオキシア
ルキレン化、モノグリセロール化またはポリグリセロール化された非イオン性界面活性剤
から選択される。より詳細には、オキシアルキレン単位は、オキシエチレンもしくはオキ
シプロピレン単位、またはその組合せ、好ましくはオキシエチレン単位である。
【０１６５】
　挙げることができるオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤の例には、以下のものが
含まれる:
　・オキシアルキレン化(C8～C24)アルキルフェノール;
　・飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のオキシアルキレン化C8～C30アルコール
、
　・飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のオキシアルキレン化C8～C30アミド、
　・飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のC8～C30酸およびポリエチレングリコー
ルのエステル;
　・飽和または不飽和の、直鎖状または分枝状のC8～C30酸およびソルビトールのポリオ
キシエチレン化エステル;
　・飽和または不飽和の、オキシエチレン化植物油;
　・エチレンオキシドおよび/またはプロピレンオキシドの縮合物、とりわけ、単独で、
または混合物として、
　・オキシエチレン化および/またはオキシプロピレン化シリコーン。
【０１６６】
　界面活性剤は、1から100の間、好ましくは2から50の間、好ましくは2から30の間のモル
数のエチレンオキシドおよび/またはプロピレンオキシドを含有する。有利には、非イオ
ン性界面活性剤は、いかなるオキシプロピレン単位も含まない。
【０１６７】
　本発明の好ましい一実施形態に従って、オキシアルキレン化非イオン性界面活性剤は、
1から100モルのエチレンオキシドを含むオキシエチレン化C8～C30アルコール;直鎖状また
は分枝状の、飽和または不飽和のC8～C30酸および1から100モルのエチレンオキシドを含
むソルビトールのポリオキシエチレン化エステルから選択される。
【０１６８】
　モノグリセロール化またはポリグリセロール化された非イオン性界面活性剤の例として
、好ましくはモノグリセロール化またはポリグリセロール化C8～C40アルコールが用いら
れる。
【０１６９】
　詳細には、モノグリセロール化またはポリグリセロール化C8～C40アルコールは、以下
の式:
　　R29O-[CH2-CH(CH2OH)-O]m-H
に対応し、式中、R29は直鎖状か分枝状のC8～C40、好ましくはC8～C30のアルキルまたは
アルケニル基を表し、mは、1から30、好ましくは1から10までの数を表す。
【０１７０】
　本発明との関連で適する化合物の例として、4モルのグリセロールを含有するラウリル
アルコール(INCI名:ポリグリセリル-4ラウリルエーテル)、1.5モルのグリセロールを含有
するラウリルアルコール、4モルのグリセロールを含有するオレイルアルコール(INCI名:
ポリグリセリル-4オレイルエーテル)、2モルのグリセロールを含有するオレイルアルコー
ル(INCI名:ポリグリセリル-2オレイルエーテル)、2モルのグリセロールを含有するセテア
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リルアルコール、6モルのグリセロールを含有するセテアリルアルコール、6モルのグリセ
ロールを含有するオレオセチルアルコールおよび6モルのグリセロールを含有するオクタ
デカノールを挙げることができる。
【０１７１】
　mの値が統計値を表すのと同様に、アルコールはアルコールの混合物を表すことができ
、それは、市販製品において、いくつかの種のポリグリセロール化脂肪アルコールが混合
物の形態で共存することができることを意味する。
【０１７２】
　モノグリセロール化またはポリグリセロール化アルコールの中では、より詳細には、1
モルのグリセロールを含有するC8/C10アルコール、1モルのグリセロールを含有するC10/C

12アルコール、および1.5モルのグリセロールを含有するC12アルコールを用いることが好
ましい。
【０１７３】
　好ましくは、組成物(A)で本発明の方法で用いられる界面活性剤は、特にオキシエチレ
ンまたはオキシプロピレン単位またはその組合せ、より詳細にはオキシエチレン単位を含
む、モノまたはポリオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤である。
【０１７４】
　さらにより優先的には、組成物(A)は、10以上のHLBの少なくとも1つの非イオン性界面
活性剤を含む。さらに良好には、10以上のHLBのこの非イオン性界面活性剤は、飽和また
は不飽和のポリオキシエチレン化脂肪アルコールである。
【０１７５】
　用語HLB(親水性-親油性バランス)は、当業者に周知であり、界面活性剤の親水性-親油
性バランスを表す。
【０１７６】
　本発明によって用いられる界面活性剤のHLBまたは親水性-親油性バランスは、刊行物J.
 Soc. Cosm. Chem. 1954 (5巻)、249～256頁で定義されるGriffinによるHLBであるか、ま
たは、実験的に判定されるHLBは、著者F. PuisieuxおよびM. Seillerによる刊行物、題名
「GALENICA 5: Les systemes disperses -I部- Agents de surface et emulsions -IV章-
 Notions de HLB et de HLB critique、153～194頁-パラグラフ1.1.2. Determination de
 HLB par voie experimentale、164～180頁に記載されている通りである。
【０１７７】
　好ましくは、考慮されなければならないのは、計算されたHLB値である。
【０１７８】
　計算されたHLBは、以下の係数であると定義される:
　計算されたHLB=20×親水性部分のモル質量部/総モル質量。
【０１７９】
　オキシエチレン化脂肪アルコールについては、親水性部分は、脂肪アルコールと縮合す
るオキシエチレン単位に対応し、計算されたHLBは次にGriffinのHLB(Griffin W.C.、J. S
oc. Cosmet. Chemists、5、249、1954)に対応する。
【０１８０】
　10以上のHLBのこれらの非イオン性界面活性剤の中では、オレス-10を挙げることができ
る。
【０１８１】
　以下の化合物を挙げることもできる:
　Cremophor A6 (BASF)
　Genapol O-080 (HOECHST)
　Genapol T-080 (HOECHST)
　Kotilen- O/3 (KOLB)
　Lutensol AP 7 (BASF)
　Tween 85 (ICI)
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　Tebecid S8 (BOHME)
　Berol 047 (BEROL NOBEL)
　Soprophor 860P (RHONE POULENC)
　Dobanol 45-7 (SHELL)
　Prox-onic HR-030 (PROTEX)
　Ethonic 1214-6,5 (ETHYL)
　Prox-onic OA-1/09 (PROTEX)
　Cremophor S9 (BASF)
　Imbentin AG/128/080 (KOLB)
　Serdox NOG 440 (SERVO)
　Softanol 70 (B.P CHEMICALS)
　Renex 707 (ICI)
　Simulsol 830 NP (SEPPIC)
　Brij 76 (ICI)
　Tebenal T10 (BOHME)
　Volpo S-10 (CRODA)
　Eumulgin O10 (HENKEL)
　Berol 199 (BEROL NOBEL)
　Triton N-87 (ROHM AND HAAS)
　Polychol 15 (CRODA)
　Brij 56 (ICI)
　Simulsol 56 (SEPPIC)
　Cremophor A11 (BASF)
　Eumulgin 286 (HENKEL)
　Genapol T-110 (HOECHST)
　Sandoxylate FOL12 (SANDOZ)
　Bio soft HR 40 (STEPAN)
　Berol 046 (BEROL NOBEL)
　Eumulgin B1 (HENKEL)
　Dobanol 45-11 (SHELL)
　Aqualose W20 (WESTBROCK LANOLIN)
　Ethylan DP (HARCROS)
　Mergital OC12 (HENKEL)
　Simulsol 1230 NP (SEPPIC)
　Tagat R1 (GOLDSCHMIDT)
　Tagat I2 (GOLDSCHMIDT)
　Tebecid RM20 (BOHME)
　Imbentin AG/168/150 (KOLB)
　Prox-onic LA-1/012 (PROTEX)
　Etocas 60 (CRODA)
　Radiasurf 7157 (OLEOFINA)
　Genapol T-180 (HOECHST)
　Montanox 80 (SEPPIC)
　Serdox NJAD 20 (SERVO)
　Tagat R60 (GOLDSCHMIDT)
　Berol 278 (BEROL NOBEL)
　Brij 78 (ICI)
　Simulsol 98 (SEPPIC)
　Montanox 40 (SEPPIC)
　Brij 58 (ICI)
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　Aqualose L75 (WESTBROCK LANOLIN)
　Atlas G-1471 (ICI)
　Berol 281 (BEROL NOBEL)
　Berol 292 (BEROL NOBEL)
　Nafolox 20-22 30OE (CONDEA)
　Genapol C-200 (HOECHST)
　Myrj 51 (ICI)
　Simulsol PS 20 (SEPPIC)
　Tergitol 15 S 20 (UNION CARBIDE)
　Synperonic PE P75 (ICI)
　Montanox 20 (SEPPIC)
　Myrjj 52 (ICI)
　Simulsol 3030 NP (SEPPIC)
　Imbentin AG/168/400 (KOLB)
　Rhodia Surf NP40 (RHONE POULENC)
　Incropol CS-50 (CRODA)
　Servirox OEG 90/50 (SERVO)
　Prox-onic HR-0200 (PROTEX)
　Berol 243 (BEROL NOBEL)
　Imbentin N/600 (KOLB)
　Antarox CO 980 (RHONE POULENC)
　Antarox CO 987 (RHONE POULENC)
　Berol 08 (BEROL NOBEL)
　Brij 700 (ICI)
　Prox-onic NP-0100 (PROTEX)
　Rs-55-100 (HEFTI)
　Imbentin AG/168S/950 (KOLB)
　Synperonic PE F87 (ICI)
　Alkasurf BA-PE80 (RHONE POULENC)
　Synperonic PE F38 (ICI)
【０１８２】
　組成物(A)およびすぐ使用できる組成物において、組成物中の界面活性剤の量は、対象
としている組成物の全重量に対して、好ましくは0.1重量%から30重量%、より良好には0.2
重量%から20重量%の範囲内である。
【０１８３】
　組成物(B)は、少なくとも1つの界面活性剤を含んでも含まなくてもよい。それが界面活
性剤を含有する場合は、それらの全含有量は、組成物(B)の全重量に対して0.1重量%から3
0重量%、より良好には0.2重量%から20重量%の範囲内でよい。
【０１８４】
　(iv)-塩基性化剤:
　本発明による方法は、1つまたは複数の塩基性化剤も用いる。
【０１８５】
　塩基性化剤は、無機または有機またはハイブリッドであってよい。
【０１８６】
　無機の塩基性化剤は、好ましくはアンモニア水、アルカリ金属の炭酸塩または重炭酸塩
、例えば炭酸ナトリウムもしくは炭酸カリウム、および重炭酸ナトリウムもしくは重炭酸
カリウム、水酸化ナトリウムもしくは水酸化カリウム、またはそれらの混合物から選択さ
れる。
【０１８７】
　有機の塩基性化剤は、好ましくは25℃において12未満、好ましくは10未満、さらに有利
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には6未満のpKbを有する有機アミンから選択される。それは、最も高い塩基性の官能基に
対応するpKbであることに注意すべきである。さらに、有機アミンは、10個を超える炭素
原子を含む、いかなるアルキルまたはアルケニル脂肪鎖も含まない。
【０１８８】
　有機塩基性化剤は、例えば、アルカノールアミン、オキシエチレン化および/またはオ
キシプロピレン化されたエチレンジアミン、アミノ酸、および下の式(V)の化合物から選
択される:
【０１８９】
【化１０】

【０１９０】
式(V)で、Wは、任意選択で1つまたは複数のヒドロキシル基もしくはC1～C6アルキル基で
置換され、および/または任意選択で1つまたは複数のヘテロ原子、例えばOもしくはNRuが
割り込んでいるC1～C6二価アルキレン基であり;同一であるか異なってよいRx、Ry、Rz、R
tおよびRuは、水素原子またはC1～C6アルキルまたはC1～C6ヒドロキシアルキルまたはC1
～C6アミノアルキル基を表す。
【０１９１】
　挙げることができる式(V)のアミンの例には、1,3-ジアミノプロパン、1,3-ジアミノ-2-
プロパノール、スペルミンおよびスペルミジンが含まれる。
【０１９２】
　用語「アルカノールアミン」は、一級、二級、または三級アミン官能基、および1つま
たは複数のヒドロキシル基を抱える1つまたは複数の直鎖状か分枝状のC1～C8アルキル基
を含む有機アミンを意味する。
【０１９３】
　本発明を実施するために、1つから3つの同一であるか異なるC1～C4ヒドロキシアルキル
基を含む、モノアルカノールアミン、ジアルカノールアミンまたはトリアルカノールアミ
ンなどのアルカノールアミンから選択される有機アミンが特に適する。
【０１９４】
　この種の化合物の中では、モノエタノールアミン(MEA)、ジエタノールアミン、トリエ
タノールアミン、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、N-ジメチル
アミノエタノールアミン、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール、トリイソプロパノールア
ミン、2-アミノ-2-メチル-1,3-プロパンジオール、3-アミノ-1,2-プロパンジオール、3-
ジメチルアミノ-1,2-プロパンジオールおよびトリス(ヒドロキシメチルアミノ)メタンを
挙げることができる。
【０１９５】
　より詳しくは、用いることができるアミノ酸は、それらのL、Dまたはラセミ形の天然ま
たは合成起源のものであり、より詳細にはカルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸またはリ
ン酸官能基から選択される少なくとも1つの酸官能基を含む。アミノ酸は、中性であるか
イオン性の形態であってよい。
【０１９６】
　本発明で用いることができるアミノ酸として、アスパラギン酸、グルタミン酸、アラニ
ン、アルギニン、オルニチン、シトルリン、アスパラギン、カルニチン、システイン、グ
ルタミン、グリシン、ヒスチジン、リシン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、N-フ
ェニルアラニン、プロリン、セリン、タウリン、トレオニン、トリプトファン、チロシン
およびバリンを特に挙げることができる。
【０１９７】
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　有利には、アミノ酸は、環またはウレイド官能基に任意選択で含まれる追加のアミン官
能基を含んでいる塩基性アミノ酸である。
【０１９８】
　そのような塩基性アミノ酸は、好ましくは下の式(VI)に対応するものから選択される:
【０１９９】
【化１１】

【０２００】
式(VI)で、Rは以下から選択される基を表す:
【０２０１】

【化１２】

【０２０２】
-(CH2)3NH2;-(CH2)2NH2;-(CH2)2NHCONH2;および
【０２０３】

【化１３】

【０２０４】
　式(VI)に対応する化合物は、ヒスチジン、リシン、アルギニン、オルニチンおよびシト
ルリンである。
【０２０５】
　有機アミンは、複素環式の型の有機アミンから選択されてもよい。アミノ酸で既に指摘
されたヒスチジンの他に、ピリジン、ピペリジン、イミダゾール、トリアゾール、テトラ
ゾールおよびベンズイミダゾールを特に挙げることができる。
【０２０６】
　有機アミンは、アミノ酸ジペプチドから選択されてもよい。本発明で用いることができ
るアミノ酸ジペプチドとして、カルノシン、アンセリンおよびバレインを特に挙げること
ができる。
【０２０７】
　有機アミンは、グアニジン官能基を含む化合物から選択されてもよい。本発明で用いる
ことができるこの種のアミンとして、アミノ酸として既に指摘されたアルギニンの他に、
クレアチン、クレアチニン、1,1-ジメチルグアニジン、1,1-ジエチルグアニジン、グリコ
シアミン、メトホルミン、アグマチン、N-アミジノアラニン、3-グアニジノプロピオン酸
、4-グアニジノ酪酸および2-([アミノ(イミノ)メチル]アミノ)エタン-1-スルホン酸を特
に挙げることができる。
【０２０８】
　好ましくは、本発明の組成物(A)に存在する有機アミンは、アルカノールアミンである
。さらにより優先的には、塩基性化剤はモノエタノールアミン(MEA)である。
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【０２０９】
　挙げることができるハイブリッド化合物には、前述のアミンと炭酸または塩酸などの酸
との塩が含まれる。
【０２１０】
　炭酸グアニジンまたはモノエタノールアミン塩酸塩を特に用いることができる。
【０２１１】
　有利には、本発明による組成物(A)および(B)およびすぐに使用できる組成物は、(A)と(
B)の混合から得られる組成物の重量に対して0.01重量%から30重量%、好ましくは0.1重量%
から20重量%の範囲内の塩基性化剤の含有量を有する。
【０２１２】
　好ましくは、組成物(B)はいかなる塩基性化剤も含有しない。
【０２１３】
　特定の一実施形態によると、本発明による方法は、塩基性化剤としてアンモニア水また
はその塩を好ましくは用いない。この特定の実施形態によると、しかし、それが本方法で
用いられるならば、その含有量は、(A)と(B)の混合から得られる組成物の重量に対して0.
03重量%(NH3で表される)を超えず、好ましくは0.01重量%を超えない。好ましくは、組成
物(A)がアンモニア水またはその塩を含むならば、塩基性化剤の量はアンモニア水(NH3で
表される)のそれより大きい。
【０２１４】
　(v)-染料:
　本発明による方法は、以下に詳述されるa)酸化染料およびb)直接染料、またはa)および
b)の混合物から選択される1つまたは複数の染料を任意選択で含むことができる。
【０２１５】
　本発明による方法がケラチン繊維の染色を目的とする場合は、組成物(A)は1つまたは複
数の染料、好ましくはa)少なくとも1つの酸化染料を含む。
【０２１６】
　酸化染料は、1つまたは複数の発色剤と任意選択で組み合わせた1つまたは複数の酸化ベ
ースから一般に選択される。
【０２１７】
　例として、酸化ベースは、パラフェニレンジアミン、ビス(フェニル)アルキレンジアミ
ン、パラアミノフェノール、オルトアミノフェノールおよび複素環塩基、およびその付加
塩から選択される。
【０２１８】
　挙げることができるパラフェニレンジアミンの中には、例えばパラ-フェニレンジアミ
ン、パラ-トルエンジアミン、2-クロロ-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-パラ-
フェニレンジアミン、2,6-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェ
ニレンジアミン、2,5-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-パラ-フェニレ
ンジアミン、N,N-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジプロピル-パラ-フェニレン
ジアミン、4-アミノ-N,N-ジエチル-3-メチルアニリン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-
パラ-フェニレンジアミン、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-メチルアニリン
、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-クロロアニリン、2-β-ヒドロキシエチル-
パラ-フェニレンジアミン、2-フルオロ-パラ-フェニレンジアミン、2-イソプロピル-パラ
-フェニレンジアミン、N-(β-ヒドロキシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、2-ヒドロ
キシメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-3-メチル-パラ-フェニレンジアミ
ン、N-エチル-N-(β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(β,γ-ジヒドロ
キシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(4'-アミノフェニル)-パラ-フェニレンジア
ミン、N-フェニル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルオキシ-パラ-フェ
ニレンジアミン、2-β-アセチルアミノエチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、N-(β-
メトキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、4-アミノフェニルピロリジン、2-チエニル-
パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-アミノトルエンおよび3-ヒ
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ドロキシ-1-(4'-アミノフェニル)ピロリジン、および酸とのその付加塩が含まれる。
【０２１９】
　前述のパラフェニレンジアミンの中では、パラ-フェニレンジアミン、パラ-トルエンジ
アミン、2-イソプロピル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチル-パラ-フェ
ニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジメチ
ル-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-
パラ-フェニレンジアミン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、
2-クロロ-パラ-フェニレンジアミンおよび2-β-アセチルアミノエチルオキシ-パラ-フェ
ニレンジアミン、および酸とのその付加塩が特に好ましい。
【０２２０】
　挙げることができるビス(フェニル)アルキレンジアミンの中には、例えばN,N'-ビス(β
-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)-1,3-ジアミノプロパノール、N,N'-
ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)エチレンジアミン、N,N'-ビ
ス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-
ビス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(4-メチルアミノフェニル)
テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(エチル)-N,N'-ビス(4'-アミノ-3'-メチルフェニル)
エチレンジアミンおよび1,8-ビス(2,5-ジアミノフェノキシ)-3,6-ジオキサオクタン、お
よびその付加塩が含まれる。
【０２２１】
　挙げることができるパラアミノフェノールの中には、例えばパラ-アミノフェノール、4
-アミノ-3-メチルフェノール、4-アミノ-3-フルオロフェノール、4-アミノ-3-クロロフェ
ノール、4-アミノ-3-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メチルフェノール、4-ア
ミノ-2-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メトキシメチルフェノール、4-アミノ
-2-アミノメチルフェノール、4-アミノ-2-(β-ヒドロキシエチルアミノメチル)フェノー
ルおよび4-アミノ-2-フルオロフェノール、および酸とのその付加塩が含まれる。
【０２２２】
　挙げることができるオルトアミノフェノールの中には、例えば、2-アミノフェノール、
2-アミノ-5-メチルフェノール、2-アミノ-6-メチルフェノールおよび5-アセタミド-2-ア
ミノフェノールおよびその付加塩が含まれる。
【０２２３】
　挙げることができる複素環塩基の中には、例えばピリジン誘導体、ピリミジン誘導体お
よびピラゾール誘導体が含まれる。
【０２２４】
　挙げることができるピリジン誘導体の中には、例えば、特許GB 1 026 978およびGB 1 1
53 196に記載される化合物、例えば2,5-ジアミノピリジン、2-(4-メトキシフェニル)アミ
ノ-3-アミノピリジンおよび3,4-ジアミノピリジン、およびその付加塩が含まれる。
【０２２５】
　本発明で有益である他のピリジン酸化ベースは、例えば、特許出願FR 2 801 308に記載
される、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン酸化ベースまたはその付加塩である。挙げる
ことができる例には、ピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-アセチルアミノピラゾロ
[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミ
ン、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-2-カルボン酸、2-メトキシピラゾロ[1,5-a]ピリ
ド-3-イルアミン、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)メタノール、2-(3-アミノピ
ラゾロ[1,5-a]ピリド-5-イル)エタノール、2-(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)
エタノール、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-2-イル)メタノール、3,6-ジアミノピラゾ
ロ[1,5-a]ピリジン、3,4-ジアミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン、ピラゾロ[1,5-a]ピリジン-
3,7-ジアミン、7-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、ピラゾロ[1,
5-a]ピリジン-3,5-ジアミン、5-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン
、2-[(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-5-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミノ]エタノール
、2-[(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミノ]エタノール
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、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-5-オール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-4-オ
ール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-6-オールおよび3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリ
ジン-7-オール、およびその付加塩が含まれる。
【０２２６】
　挙げることができるピリミジン誘導体の中には、例えば、特許DE 2359399;JP 88-16957
1;JP 05-63124;EP 0770375または特許出願WO 96/15765に記載される化合物、例えば、2,4
,5,6-テトラアミノピリミジン、4-ヒドロキシ-2,5,6-トリアミノピリミジン、2-ヒドロキ
シ-4,5,6-トリアミノピリミジン、2,4-ジヒドロキシ-5,6-ジアミノピリミジン、2,5,6-ト
リアミノピリミジン、およびそれらの付加塩、および互変異性平衡が存在するときにはそ
れらの互変異性型が含まれる。
【０２２７】
　挙げることができるピラゾール誘導体の中には、特許DE 3843892、DE 4133957および特
許出願WO 94/08969、WO 94/08970、FR-A-2 733 749およびDE 195 43 988に記載される化
合物、例えば4,5-ジアミノ-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル
)ピラゾール、3,4-ジアミノピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(4'-クロロベンジル)ピラゾー
ル、4,5-ジアミノ-1,3-ジメチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-メチル-1-フェニルピラゾ
ール、4,5-ジアミノ-1-メチル-3-フェニルピラゾール、4-アミノ-1,3-ジメチル-5-ヒドラ
ジノピラゾール、1-ベンジル-4,5-ジアミノ-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-tert-
ブチル-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-tert-ブチル-3-メチルピラゾール、4,5-ジ
アミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-メチ
ルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-(4'-メトキシフェニル)ピラゾール、4,5-ジア
ミノ-1-エチル-3-ヒドロキシメチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-メ
チルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-イソプロピルピラゾール、4,5-ジ
アミノ-3-メチル-1-イソプロピルピラゾール、4-アミノ-5-(2'-アミノエチル)アミノ-1,3
-ジメチルピラゾール、3,4,5-トリアミノピラゾール、1-メチル-3,4,5-トリアミノピラゾ
ール、3,5-ジアミノ-1-メチル-4-メチルアミノピラゾール、3,5-ジアミノ-4-(β-ヒドロ
キシエチル)アミノ-1-メチルピラゾール、およびその付加塩が含まれる。4,5-ジアミノ-1
-(β-メトキシエチル)ピラゾールを用いることもできる。
【０２２８】
　好ましくは4,5-ジアミノピラゾールが、さらにより優先的には4,5-ジアミノ-1-(β-ヒ
ドロキシエチル)ピラゾールおよび/またはその塩が用いられる。
【０２２９】
　さらに挙げることができるピラゾール誘導体には、ジアミノ-N,N-ジヒドロ-ピラゾロピ
ラゾロン、特に特許出願FR-A-2 886 136に記載されるもの、例えば以下の化合物およびそ
の付加塩が含まれる:2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-
オン、2-アミノ-3-エチルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オ
ン、2-アミノ-3-イソプロピルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1
-オン、2-アミノ-3-(ピロリジン-1-イル)-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾー
ル-1-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジメチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジアミノ
-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジ-(2-ヒドロキシエ
チル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2-アミノ-3-(2-ヒドロキシエチル)アミノ-6,7-
ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2-アミノ-3-ジメチルアミノ-6,7-
ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2,3-ジアミノ-5,6,7,8-テトラヒド
ロ-1H,6H-ピリダジノ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、4-アミノ-1,2-ジエチル-5-(ピロリジン
-1-イル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4-アミノ-5-(3-ジメチルアミノピロリジン-1
-イル)-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2,3-ジアミノ-6-ヒドロキシ-6,7
-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン。
【０２３０】
　2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オンおよび/または
その塩が好ましくは用いられる。
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【０２３１】
　複素環塩基として、4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)ピラゾールおよび/または2
,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オンおよび/またはその
塩が優先的に用いられる。
【０２３２】
　本発明による組成物(A)は、ケラチン繊維の染色で従来用いられるものから有利に選択
される1つまたは複数の発色剤を任意選択で含むことができる。
【０２３３】
　これらの発色剤の中で、メタ-フェニレンジアミン、メタ-アミノフェノール、メタ-ジ
フェノール、ナフタレンをベースとした発色剤および複素環式発色剤、さらにその付加塩
も特に挙げることができる。
【０２３４】
　例えば、1,3-ジヒドロキシベンゼン、1,3-ジヒドロキシ-2-メチルベンゼン、4-クロロ-
1,3-ジヒドロキシベンゼン、2,4-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチルオキシ)-ベンゼン、2
-アミノ-4-(β-ヒドロキシエチルアミノ)-1-メトキシベンゼン、1,3-ジアミノベンゼン、
1,3-ビス(2,4-ジアミノフェノキシ)プロパン、3-ウレイドアニリン、3-ウレイド-1-ジメ
チルアミノ-ベンゼン、セサモール、1-β-ヒドロキシエチルアミノ-3,4-メチレンジオキ
シベンゼン、α-ナフトール、2-メチル-1-ナフトール、6-ヒドロキシインドール、4-ヒド
ロキシインドール、4-ヒドロキシ-N-メチルインドール、2-アミノ-3-ヒドロキシピリジン
、6-ヒドロキシベンゾモルホリン、3,5-ジアミノ-2,6-ジメトキシピリジン、1-N-(β-ヒ
ドロキシエチル)アミノ-3,4-メチレンジオキシベンゼン、2,6-ビス(β-ヒドロキシ-エチ
ルアミノ)トルエン、6-ヒドロキシインドリン、2,6-ジヒドロキシ-4-メチルピリジン、1-
H-3-メチル-ピラゾール-5-オン、1-フェニル-3-メチルピラゾール-5-オン、2,6-ジメチル
ピラゾロ[1,5-b]-1,2,4-トリアゾール、2,6-ジメチル[3,2-c]-1,2,4-トリアゾールおよび
6-メチルピラゾロ[1,5-a]ベンゾイミダゾール、酸とのその付加塩、およびその混合物を
挙げることができる。
【０２３５】
　一般に、本発明との関連で用いることができる酸化ベースおよび発色剤の付加塩は、塩
酸塩、臭化水素酸塩、硫酸塩、クエン酸塩、コハク酸塩、酒石酸塩、乳酸塩、p-トルエン
スルホン酸塩、ベンゼンスルホン酸塩、リン酸塩および酢酸塩などの酸との付加塩から特
に選択される。
【０２３６】
　酸化ベースは、有利には、組成物の全重量に対して0.001重量%から10重量%、好ましく
は組成物(A)およびすぐに使用できる組成物の全重量に対して0.005重量%から5重量%を各
々占める。
【０２３７】
　それらが存在する場合、発色剤は、有利には、組成物の全重量に対して0.001重量%から
10重量%、好ましくは組成物(A)およびすぐに使用できる組成物の全重量に対して0.005重
量%から5重量%を各々占める。
【０２３８】
　本発明による組成物(A)は、唯一の染料として、または酸化染料に加えて、アニオン性
および非イオン性種、好ましくはカチオン性または非イオン性種から選択される、b)1つ
または複数の合成または天然の直接染料を任意選択で含むことができる。
【０２３９】
　挙げることができる、適する直接染料の例には、単独の、または混合物としての、アゾ
直接染料;シアニン、ヘミシアニンおよびスチリルなどの(ポリ)メチン染料;カルボニル染
料;アジン染料;ニトロ(ヘテロ)アリール染料;トリ(ヘテロ)アリールメタン染料;ポルフィ
リン染料;フタロシアニン染料、および天然の直接染料が含まれる。
【０２４０】
　本発明により用いることができる天然の直接染料の中では、ローソン、ジュグロン、ア
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リザリン、プルプリン、カルミン酸、ケルメス酸、プルプロガリン、プロトカテカルデヒ
ド、インディゴ、イサチン、クルクミン、スピヌロシン、アピゲニジンおよびオルセイン
を挙げることができる。これらの天然染料を含有する抽出物または浸出液、特にヘンナを
ベースとしたパップ剤または抽出物を用いることもできる。
【０２４１】
　それらが存在する場合は、直接染料は、より詳細には組成物の全重量の0.001重量%から
10重量%、好ましくは0.005重量%から5重量%を占める。
【０２４２】
　本発明の好ましい一実施形態によると、本方法は染色方法であり、組成物(A)および同
様にすぐ使用できる組成物は、前に定義される少なくとも1つの染料および好ましくは少
なくとも1つの酸化染料を含有する。
【０２４３】
　(vi)酸化剤:
　組成物(B)の酸化組成物は、好ましくは水性組成物である。詳細には、それは、5重量%
を超える水、好ましくは10重量%を超える水、さらに有利には20重量%を超える水を含む。
【０２４４】
　組成物(B)は、前に記載のものから選択される1つまたは複数の有機溶媒を含むこともで
き;存在する場合これらの溶媒は、より詳細には酸化組成物の重量に対して1重量%から40
重量%、好ましくは5重量%から30重量%を占める。
【０２４５】
　酸化組成物は、1つまたは複数の酸性化剤も好ましくは含む。酸性化剤の中では、挙げ
ることができる例には、無機または有機の酸、例えば塩酸、オルトリン酸、硫酸、カルボ
ン酸、例えば酢酸、酒石酸、クエン酸または乳酸、およびスルホン酸が含まれる。
【０２４６】
　通常、それが水性である場合、酸化組成物のpHは7未満である。
【０２４７】
　大気酸素からそれらを区別するために、組成物(B)または組成物(A)と(B)の混合物に存
在する酸化剤は、「化学的」と呼ぶこともできることに注意すべきである。
【０２４８】
　詳細には、本発明による組成物(B)は、酸化剤として、過酸化水素、過酸化尿素、アル
カリ金属の臭素酸塩またはフェリシアン化物、過酸素化塩、例えばアルカリ金属またはア
ルカリ土類金属の過硫酸塩、過ホウ酸塩および過炭酸塩、および過酸およびその前駆体か
ら選択される1つまたは複数の化合物を含む。
【０２４９】
　好ましくは、酸化剤は過酸素化された塩から選択されない。
【０２５０】
　有利には、酸化剤は過酸化水素である。
【０２５１】
　好ましくは、水溶液では、酸化組成物(B)は酸化剤として過酸化水素を含み、その濃度
は、より詳細には、酸化組成物の重量に対して0.1重量%から50重量%、より詳細には0.5重
量%から20重量%の間、さらにより好ましくは1重量%から15重量%の間の範囲内である。
【０２５２】
　組成物(A)および(B)ならびにすぐに使用できる組成物は、追加の成分を含有することも
できる。
【０２５３】
　油(i)およびその最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する脂肪アルコ
ール以外の脂肪物質:
　本発明による組成物で用いられる追加の脂肪物質は、室温(25℃)および大気圧(760mmHg
、すなわち1.013×105Pa)で非油状である脂肪物質であってもよい。追加の脂肪物質は、
ポリオキシアルキレン化もされず、ポリグリセロール化もされていない。
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【０２５４】
　用語「非油状」は、好ましくは、25℃の温度および1s-1の剪断速度で2Pa.sを超える粘
度を有する固体化合物または化合物を意味する。
【０２５５】
　より詳しくは、それらの最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する脂肪
アルコール(ii)以外の非油状脂肪物質は、非油状で好ましくは固体である、固体脂肪エス
テル、固体C10～C18脂肪アルコール、天然ワックス、シリコーンワックス、脂肪酸アミド
および脂肪エーテルから選択される。
【０２５６】
　室温で固体である追加の脂肪アルコールは、より詳細にはラウリルアルコール(1-ドデ
カノール)、ミリスチルアルコール(1-テトラデカノール)、セチルアルコール(1-ヘキサデ
カノール)、およびステアリルアルコール(1-オクタデカノール)およびそれらの混合物か
ら選択される。
【０２５７】
　非油状脂肪酸および/または脂肪アルコールの合成エステルに関しては、C9～C26脂肪酸
およびC9～C26脂肪アルコールに由来する固体エステルを特に挙げることができる。
【０２５８】
　本発明の組成物で用いることができる固体脂肪エステルは、好ましくは飽和脂肪酸エス
テル、特に少なくとも10個の炭素原子を含む飽和カルボン酸のエステルおよび少なくとも
10個の炭素原子を含む飽和脂肪一価アルコールのエステルである。飽和酸または一価アル
コールは、直鎖状または分枝状であってよい。飽和カルボン酸は、好ましくは10個から30
個の炭素原子、より詳細には12個から24個の炭素原子を含む。それらは、任意選択でヒド
ロキシル化されてよい。飽和脂肪一価アルコールは、好ましくは10個から30個の炭素原子
、より詳細には12個から24個の炭素原子を含む。
【０２５９】
　好ましくは、脂肪エステルは、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル、ミリス
チン酸ステアリル、パルミチン酸ミリスチル、パルミチン酸セチル、パルミチン酸ステア
リル、ステアリン酸ミリスチル、ステアリン酸セチル、ステアリン酸ステアリルおよびベ
ヘン酸ベヘニル、およびそれらの混合物から選択される。
【０２６０】
　天然ワックスは、カルナバワックス、キャンデリラロウ、エスパルトワックス、固形パ
ラフィン、オゾケライト、植物ワックス、例えばオリーブ樹ワックス、ライスワックス、
水素添加ジョジョバワックスまたはアブソリュートフラワーワックス、例えばBertin社(F
rance)から販売されるクロフサスグリ花のエッセンシャルワックス、および動物蝋、例え
ば密蝋または改質密蝋(セラベリナ(cerabellina))から特に選択される。
【０２６１】
　挙げることができる固体脂肪酸アミドには、セラミドが含まれる。本発明による組成物
で用いることができるセラミドまたはグリコセラミドなどのセラミド類似体は、それ自体
公知であり、下の一般式(VII)に対応することができる天然分子または合成分子である:
【０２６２】
【化１４】

【０２６３】
式中:
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　- R1は、C14～C30脂肪酸に由来する直鎖状または分枝状の、飽和または不飽和のアルキ
ル基を表し、この基はヒドロキシル基で、または飽和または不飽和のC16～C30脂肪酸でエ
ステル化されたω位置のヒドロキシル基で置換されている可能性があり;
　- R2は、水素原子または基(グリコシル)n、(ガラクトシル)mまたはスルホガラクトシル
を表し、式中、nは1から4までの整数であり、mは1から8までの整数であり;
　- R3はα位置の飽和または不飽和のC15～C26炭化水素をベースとした基を表し、この基
は1つまたは複数のC1～C14アルキル基で置換されている可能性があり;
これらの天然のセラミドまたはグリコセラミドの場合、R3はC15～C26α-ヒドロキシアル
キル基を表すこともできることが理解され、ヒドロキシル基はC16～C30α-ヒドロキシ酸
によって任意選択でエステル化されている。
【０２６４】
　本発明との関連で好ましいセラミドは、DowningによってArch. Dermatol.、123巻、138
1～1384頁、1987に記載されるもの、または仏国特許FR 2 673 179に記載されるものであ
る。
【０２６５】
　本発明によってより特に好まれるセラミドは、R1がC16～C22脂肪酸に由来する飽和また
は不飽和のアルキルを表し;R2が水素原子を表し、R3が飽和直鎖状C15基を表す化合物であ
る。
【０２６６】
　そのような化合物は、例えば以下の通りである:
　- N-リノレイルジヒドロスフィンゴシン、
　- N-オレイルジヒドロスフィンゴシン、
　- N-パルミトイルジヒドロスフィンゴシン、
　- N-ステアロイルジヒドロスフィンゴシン、
　- N-ベヘニルジヒドロスフィンゴシン、
　またはこれらの化合物の混合物。
【０２６７】
　さらにより優先的には、R1が脂肪酸に由来する飽和または不飽和のアルキル基を表し;R

2がガラクトシルまたはスルホガラクトシル基を表し;R3が基-CH=CH-(CH2)12-CH3を表すセ
ラミドが利用される。
【０２６８】
　本発明により用いることができる他のワックスまたはワックス様出発材料は、特に海洋
性のワックス、例えばSophim社から参照名M82の下で販売されるもの、およびポリエチレ
ンまたはポリオレフィン一般のワックス、およびオルガノポリシロキサンのワックスまた
は樹脂である。
【０２６９】
　本発明に従って用いることができるオルガノポリシロキサン樹脂は、以下の単位を含有
する架橋シロキサン系であり:
　R2SiO2/2、R3SiO1/2、RSiO3/2およびSiO4/2
式中、Rは1個から16個の炭素原子を含有するアルキルを表す。これらの製品の中で、特に
好ましいものは、RがC1～C4低級アルキル基、より詳細にはメチルを表すものである。
【０２７０】
　これらの樹脂の中で、Dow Corning 593の名称で販売される製品、またはGeneral Elect
ric社からSilicone Fluid SS 4230およびSS 4267の名称で販売されるものを挙げることが
でき、それらはジメチル/トリメチルシロキサン構造のシリコーンである。
【０２７１】
　Shin-Etsu社から特にX22-4914、X21-5034およびX21-5037の名称で販売されるシロキシ
ケイ酸トリメチル型の樹脂を挙げることもできる。
【０２７２】
　非油状脂肪エーテルは、ジアルキルエーテル、特にジセチルエーテルおよびジステアリ
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ルエーテルから単独で、または混合物として選択される。
【０２７３】
　より詳しくは、それらの最も長い炭化水素をベースとした鎖(ii)に少なくとも20個の炭
素原子を含有する脂肪アルコール以外の非油状脂肪物質は、C10～C18固体脂肪アルコール
および固体脂肪エステルから選択される。
【０２７４】
　好ましくは、本発明の脂肪アルコール(ii)以外の非油状脂肪物質は、組成物(A)、(B)、
またはすぐに使用できる組成物中に、0から30%の範囲内の含有量で存在する。
【０２７５】
　他のアジュバント:
　本発明の方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成物は、毛髪を染
色または脱色するための組成物で従来用いられている様々なアジュバント、例えばアニオ
ン性、カチオン性、非イオン性、両性または双性イオン性のポリマーまたはそれらの混合
物;抗酸化剤;浸透剤;隔離剤;芳香剤;分散剤;被膜剤;保存剤;乳白剤および増粘剤を含有す
ることもできる。
【０２７６】
　上記のアジュバントは、それらの各々について、組成物の重量に対して0.01重量%から2
0重量%の間の量で一般に存在する。
【０２７７】
　本発明による方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成物は、親有
機性の粘土およびヒュームドシリカまたはそれらの混合物から選択される1つまたは複数
の無機質増粘剤を含むこともできる。
【０２７８】
　本発明の方法の特定の一実施形態によると、組成物(A)はいかなる粘土も含有しない。
本発明の別の特定の実施形態によると、組成物(B)はいかなる粘土も含有しない。優先的
には、本発明の方法または組成物(A)および(B)に由来する混合物は、いかなる粘土も用い
ず、含有もしない。
【０２７９】
　本発明による方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成物は、1つま
たは複数の有機増粘剤を含むこともできる。
【０２８０】
　これらの増粘剤は、脂肪酸アミド(ココナッツモノエタノールアミドまたはジエタノー
ルアミド、オキシエチレン化カルボン酸モノエタノールアミドアルキルエーテル)、ポリ
マー増粘剤、例えばセルロースをベースとした増粘剤(ヒドロキシエチルセルロース、ヒ
ドロキシプロピルセルロースまたはカルボキシメチルセルロース)、グアーガムおよびそ
の誘導体(ヒドロキシプロピルグアー)、微生物起源のガム(キサンタンガム、スクレログ
ルカンガム)、アクリル酸またはアクリルアミドプロパンスルホン酸架橋ホモポリマーお
よび結合的ポリマー(水性媒体で、互いにまたは他の分子と可逆的に結合することが可能
である親水性領域および脂肪鎖疎水性領域(少なくとも10個の炭素原子を含有するアルキ
ルまたはアルケニル)を含むポリマー)から選択することができる。
【０２８１】
　特定の一実施形態によると、有機増粘剤は、セルロースをベースとした増粘剤(ヒドロ
キシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースまたはカルボキシメチルセルロー
ス)、グアーガムおよびその誘導体(ヒドロキシプロピルグアー)、微生物起源のガム(キサ
ンタンガム、スクレログルカンガム)、およびアクリル酸またはアクリルアミドプロパン
スルホン酸架橋ホモポリマーから、好ましくは特にヒドロキシエチルセルロースを含むセ
ルロースをベースとした増粘剤から選択される。
【０２８２】
　それらが存在するならば、有機増粘剤の含有量は、組成物(A)および(B)およびすぐ使用
できる組成物の重量に対して通常0.01重量%から20重量%、好ましくは0.1重量%から5重量%
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までの範囲内である。
【０２８３】
　本発明による組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成物は、少なくとも
水および任意選択で1つまたは複数の化粧品として許容される有機溶媒を含む媒体である
。
【０２８４】
　挙げることができる、化粧品として許容される有機溶媒の例には、2個から10個の炭素
原子を含有する直鎖状または分枝状の、好ましくは飽和の一価アルコールまたはジオール
、例えばエチルアルコール、イソプロピルアルコール、ヘキシレングリコール(2-メチル-
2,4-ペンタンジオール)、ネオペンチルグリコールおよび3-メチル-1,5-ペンタンジオール
;芳香族アルコール、例えばベンジルアルコールおよびフェニルエチルアルコール;グリセ
ロール;ポリオールまたはポリオールエーテル、例えばエチレングリコールモノメチル、
モノエチルおよびモノブチルエーテル、2-ブトキシエタノール、プロピレングリコールま
たはそのエーテル、例えばプロピレングリコール、ブチレングリコールまたはジプロピレ
ングリコールモノメチルエーテル;さらに、特にC1～C4のジエチレングリコールアルキル
エーテル、例えばジエチレングリコールモノエチルエーテルまたはモノブチルエーテルが
、単独でまたは混合物として含まれる。
【０２８５】
　それらが存在する場合は、溶媒は、染料組成物の全重量に対して1重量%から40重量%、
およびそれらを含有する組成物の全重量に対して好ましくは5重量%から30重量%を一般に
占める。
【０２８６】
　好ましくは、本発明の方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐに使用できる組成
物は、組成物の全重量に対して10%から70%、より良好には20%から55%の範囲内の含有量で
水を含有する。
【０２８７】
　本発明による方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成物は、液体
、クリームもしくはゲルの形態などの様々な形、またはケラチン繊維、特にヒト毛髪の染
色に適する他の任意の形態であってよい。
【０２８８】
　有利には、本発明による方法の組成物(A)および/または(B)およびすぐ使用できる組成
物は、ゲルまたはクリームの形態である。
【０２８９】
　好ましくは、組成物(A)と(B)との混合から生じる、すぐ使用できる組成物は、直接エマ
ルジョンの形態である。
【０２９０】
　本発明による方法の組成物(A)および(B)を混合した後の組成物のpHは、有利には3から1
2の間、好ましくは5から11の間、優先的には7から11の間(両限界が含まれる)にある。
【０２９１】
　それは、ケラチン繊維の染色で通常用いられる酸性化剤もしくは塩基性化剤によって、
あるいは標準の緩衝系を用いて所望の値まで調整されてもよい。
【０２９２】
　アルカリ化剤は、例えば、前に記載されるそれらである。
【０２９３】
　挙げることができる酸性化剤の例には、無機または有機の酸、例えば塩酸、オルトリン
酸、カルボン酸、例えば酒石酸、クエン酸もしくは乳酸、またはスルホン酸が含まれる。
【０２９４】
　(A)と(B)の混合から得られるエマルジョンの調製方法:
　上述の組成物(A)および(B)の成分およびその含有量は、本発明による(A)と(B)の最終混
合物から得られる組成物について前に詳述されている特徴の関数として判定される。
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【０２９５】
　組成物(A)と(B)の混合物は、好ましくは直接エマルジョンであることに注意すべきであ
る。
【０２９６】
　混合物中の組成物(A)/組成物(B)重量比は、好ましくは0.2から2、より良好には0.3から
1、さらにより良好には0.5から1の範囲内である。
【０２９７】
　本発明の特定の一実施形態によると、混合物(A)および(B)は、ケラチン繊維への塗布の
前に、組成物(A)および組成物(B)を容器に一緒に入れ、優先的には激しく数秒から数分の
間それらを混合することによって調製される。この混合は、下で定義されるマルチコンパ
ートメントデバイスまたはキットを用いて実施することができ、コンパートメントの1つ
は組成物(A)と(B)の混合専用であり、均一なエマルジョンが得られるまで完全に安全に密
閉容器内で振盪することができる。
【０２９８】
　組成物(A)と(B)の混合から得られる、すぐ使用できる組成物は、好ましくは、脂肪物質
の含有量が組成物(A)と(B)の混合物の全重量に対して25重量%から80重量%、好ましくは25
重量%から65重量%、より良好には30重量%から55重量%の範囲内であるようなものである。
【０２９９】
　II-組成物
　本発明の別の対象は、化粧品として許容される媒体中に以下のものを含む直接エマルジ
ョンの形態の組成物である:
・　少なくとも30重量%の油(i);
・　その最も長い炭化水素鎖に少なくとも20個の炭素原子を有する少なくとも1つの脂肪
アルコール(ii);
・　少なくとも1つの界面活性剤(iii);
・　少なくとも1つの塩基性化剤(iv)、
・　任意選択で酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも
1つの染料(v)。
【０３００】
　この組成物はいかなる化学的酸化剤も含まないことに注意すべきである。
【０３０１】
　本発明の別の対象は、ヒトケラチン繊維を染色または脱色するためのすぐ使用できる組
成物によって表され、それは使用時に組成物(A)と組成物(B)の即座の混合によって得るこ
とができ;生じる混合物は、組成物(A)と(B)の混合物の全重量に対して少なくとも25重量%
の脂肪物質を含み;組成物(A)および(B)は前に定義されている。
【０３０２】
　言い換えると、この組成物は、少なくとも1つの油(i)、少なくとも1つの脂肪アルコー
ル(ii)、少なくとも1つの界面活性剤(iii);少なくとも1つの塩基性化剤(iv);任意選択で
酸化染料および直接染料およびそれらの混合物から選択される少なくとも1つの染料(v);
および少なくとも1つの酸化剤(vi)を含む少なくとも25重量%の脂肪物質を含む。
【０３０３】
　組成物(A)および(B)の様々な成分の性質およびそれぞれの量に関して前に明記された全
てはここで有効なままであり、それらを参照することができる。
【０３０４】
　II-マルチコンパートメントデバイス:
　本発明は、以下を含む2つ以上のコンパートメントを含むデバイスにも関する:
　・第1のコンパートメントに、前に定義される組成物(A)、および
　・別のコンパートメントに、前に定義される組成物(B)。
【０３０５】
　以下の実施例は、本発明を例示する役目をするが、限定する性質のものではない。
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【実施例】
【０３０６】
　直接エマルジョン形の下記組成物(A)を調製する(量は重量ベースで、すなわち未改変形
の出発材料のg%として表される):
【０３０７】
【表１】

【０３０８】
　下記組成物(B)を調製する(量は重量ベースで、すなわち未改変形の出発材料のg%として
表される):
【０３０９】
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【表２】

【０３１０】
　組成物(A)および(B)は、1/1の比で混合される。混合は、容易に実施される。
【０３１１】
　塗布様式
　生じた混合物は、次に1gの毛髪につき10gの混合物の割合で、天然の濃い赤茶色毛髪(色
調深さTD=3)の房に塗布される。塗布は容易であり、製品は塗布部位に限局される。
【０３１２】
　混合物は、30分の間室温(25℃)で放置される。塗布の間、不快臭はない。
【０３１３】
　次に毛髪を洗い流し、標準のシャンプーで洗浄し、乾燥させた。
【０３１４】
　優れた色強度を有する天然の淡い赤茶色の房(TD=5)が得られる。
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【国際調査報告】
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